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自分は死んたもの、慕前にこの _ 書を捧げる〇自分 にも 劣 
らず自分のするこど、なすこビをょろこび、 たのしみこして吾 
た彼女は今は居ないのだ◦若かもこの本は彼女に 讀ませる た 
めに譯し始めたものでぁる〇彼女は好くーグフラのこどを語り、 



又 かの 素直な ョテ ファを好いて居た 〇彼 女が 死んでからもう百 
日以上になる〇自分は 事毎に彼女の こ £を思 ふこどが多い0こ 
£にもう 校正かすんだ b 、 表裝な んざもき まつて 五六日でこ 
れが 本になる のだ W 思 ふ e 笑つ てる 彼女の 居ない のが 物足ら 
ない。 口繪 にした「人間の悲哀」 £いふ 繪はブ レターニユで描 
いたもので、タヒティの製作ではない*> 、死んだものがゴォガ 
ンの繪書のうちで殊に 好きで あつた ものである〇:それ故に净 
t 彼女の思ひ 出に この 繪書 を卷頭 にのせるこ^こした 0 


ボォグ•ゴォガン Paul Gauguin は一八 四 A 年六月七 H 巴 里に 
生れた。彼の父は ォルレアン Orlean の產 で、 雜誌ナチョナル 
National の同人であつた。彼の邸はアデ グン Adern ビい ふて、 南 
米秘_で生れた〇ア、デ,ンの母は西班牙の男ど佛蘭西の女£ 
の間に生れて、佛蘭西の女流文士 vj して、又 ナン •シモ ニ ズム 
の後繼者ブルゥドン Proudhon の女友達 V 」して ， p られてるフロ 
1 ラ •トジス タン Flora Tristan である 〇か くしてボオルののな 

力にはこれらの祖先の 血が流れて、 彼は胃險的 好奇心を一生 
失はなかつた0 

コォ ガンの父は一八五一年南米秘露の 首府タマ S 日口に派遺 
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せられたが、 その 旅行の間に死んで ft 舞つた 〇そして一八五 
五年}:は母に連れられて 歐羅巴に歸つて 來た〇 十四の 時に 家 
を逃げ ffi して 數年の間海上生活を 送く つた〇 そして jA ヒー 
年になつた ◦この 年彼は これまでの 生活を廢 めて、銀〗了 *に 
就き、雇員になつた。行く處 V 」して 可なら ざるはなし ど いつ 
た 彼は この職業に も 非凡の 技倆を示し、 僅に して少なくない 
資產を作つたし そして 一八八三年にはダロアゼ b PHOise V 」結婚 
し、 數人の小供 も 出來て、幸福な 日を 送く つた〇然し®の S 
はまた 自然に向つて開かれて來た〇 そしてこんな 仕事が 彼を 
滿足させる こ V 」 は出來な ぐな つた〇彼は 藝術ビいふもの、 ぅ 
ちに 自然を 見出した 〇彼は 閑暇をぬすんで 燴書を 勉强 し^0 
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彼はこの頃のこ VJ をドガ論のなかに書いて居るが、彼は W 躐 

VJ それから夜を繪薔の時間に 使 かつたいふて 居る 〇そして 

サロンに出口 §したりした◦そのぅちにビ T - ppils やギーョ 

マン Guiilaumin なんかビ知合になつた〇そして一八八〇年には 

/ 

デゥラン ド •リュ ー ル Did Euel の展 覽會に 出した q 

それから一八八三年には 斷然 銀行業を廢めやぅ ビ决 心をし 
た 〇このこ V 」は彼の家族に VJ つては大變な危險な こどで あつ 
た、そして家庭を破壤する こ t £ であつた〇だが 又このこ S は 
彼の藝術の道には自由を有つ て來るこ V 」 であつ た。そして 一 
八八五年には妻 VJ 別れて巴里に儉約な生活を送り、猶豫なく 
藝術上の完全に努力した。 この 問(:あつてマネ ー Manet ごド 
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ガ Degas VJ *> 彼に一番影響し、彼はこの二人の間から多くの 
學ぶべきものを得た。彼は ピサロ やモネー Monet では滿足が 出 
來す、特徵のあるギーョマンも彼には マネ ーの形を弱くした 
もの、やうに思へた 0 一八八六年に彼はブレタ丨一ーュ Bretagne 
に行つた〇此處 で 彼は印象派の潮流 V 」 戰ひ、印象派を乘り超 
えやう，/」いふ目標しを探した Q そして 彼は一八八 七 年には マ 
ルタィ 1 ークヱ Martinique に旅行し、一八八八年に再び彼はブレター 
一ーュに歸つて來た。此の時にはゴォガンには rr らしい世界が開 
けて來た、新らしい色形 VJ ♦か見えて來た〇そして ピサロな # 
V 」から遠くなり、マネーやセザンヌの W をもつやうになつた0 
これょり以前彼は一八八六年に巴里でグィンセント•ヷン•ゴ 
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ォホ Vincent van Gogh に會つ た〇ゴォガンはゴォホに g ねかれ 
てアーグ Arles に 行つ た 〇然 しそれは交りの上に於て は 面白な 
L 結果になつた。然し この 二人* > 一共に すごしたビいふ こ* yj 
は決して無益の こ VJ 、無意味のこ VJ ではなかつた 0 

一八九一年まではブン ター |二や巴里を行き來して居た*> 、 
この年四月に到當歐羅巴を去つて、六月八日タヒタィ Tahiti に 
着いた、 そして 一八九 三年まで 二年の間其處に 土民の間に彼 
は生活した0 その 間の 記錄 *> 卽ちノア•ノアである 0 ノア•ノ 
アビは タヒタ イの 言葉で「芳 ばしい 香」 S いふこごらしい〇タヒ 
ティは怫頜でジナイタィー群島のなかの島で、南緯十七度四十分、 
西經百四十九度二十分の處である。丁度布哇の眞南に あたる。 
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この 物語 ノア•ノア VJ 無數の タヒ ー グィに於け る製作 VJ をお土産 
に 一八九三年の九月に歐羅巴の地を踏んだ 。そしてその 十一 
月にはデゥランド•ジュールで展覽會を開いた。然し世間の人 
の眼には唯奇怪なものビ映じた> け で "少しも 解する こどは 
出來なかつた。彼の企は失敗に終つた〇次いで I 八九五年に 
彼が展覽會を やつたどき、スト？ ントべ ルヒに 序文をたのん 
でこ VJ わられた話 * > ある 0 

そして彼はまた土民の間に歸りたくなつた。一八九五年彼 
は又歐羅巴の土地を去つた〇そして彼は一九〇一年の秋マ A 
ク尤ナス群島^^1^§资8のなかのドミニヵ〇015.5.1^の島に移办、 
一九〇三年五月九日其處で死んだ。 
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ゴォガンは繪窬の外、石版、彫刻、陶器の製作等何でも能 
く出來た。なほ彼は文章をも能くした。マイエル•グレフ''はこ 
のノア •ノアを 評して現代唯一無比の詩集、 ホーマービ 架を同 
じぅすべき もの ビいふて居る 0 

彼の死後間もなく遺作族1會があつた。この時彼の作品•か 
初めてサロンに入つた〇 

この小傳はマイエル•グレフ文 Meier-Graefe vj ルド フ•アイエ 〆 • 
9 丨フスタ ー ル R,Meyelr w iefstahl vj を 主 S し、多少補つて簡略 
にかいた〇 
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揷書は 全 ®ノア•ノアの舞台である タヒ， グィの製作の みを 入 
れる心算りであつたのが、「人間の悲哀」*>前述の理由に依つ 
て卷頭に入り、又「マルク 尤ナス 島にて」 ぐ J いふ色刷が本屋の 
注文に依つて入る こ VJ になつた。然し 之 も 決して關係 のない 
ものではない〇附錄にした「繪書は」どいふ覺ぇ書きはドミ 
一一力の鳥で描かれたものであり、又 「繪窬 は」の內容が色彩 
のこ VJ に 言ひ及んで るのを思ふどきこの揷 書も亦無駄で ない 
S いふこごを思ふ0 

一九 一三 年 I 〇月二九日 

譯者識 
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あな t:lt 何^見れ V 話 して下さい〇 (y ヤア少•ボす FV 工少〕 


六十三日間の航海、 待ちあぐんだ 六十 三日の後、私達は六 
月 八日の 夜半に 波間に 雁木なぅに搖られて居る異様の 火光を 
認めた〇鋸 の齒形の 刻をのこして黑い圓錐の柱は暗がりの空 
から^けて來た〇 

船はモレア Morea を周航り、夕 t タィ Tahiti は私達の前にあ 
るの だ0 


二三時間して n はしらみだした。船は徐々 £ 礁磯 (: 近寄り、 
船路に入り、恙なく艚沿に着いた。 

最初見渡したビこでは島のこの邊の樣子は別に不思議なも 
のはなかつた 0たぐしへばリ方.デ.ジアネロ « 0-1 ^,3目§ の あの 
立派な入江に くらべる やぅなものはなかつた。 

ノアの浜水の 時に浸された山の頂き がある。僅にほんの M 

上•たけが汜濫せる水の間から頭を擡げて居た . •ある一家 

の人達はそこにの•かれ、そこに新しい種族の基礎をおいた0 

-珊瑚蟲はそこに旬ひあ♦かり、その頂きにかたまり、そし 

て數百年の推移のぅちに新らしい陸を作つた。それは何時ま 
でも何時までも大きくなつて行く〇然し孤獨 V 」隔離どいふ本 




來の特遛を保つて居る"そして海はかの無際限 VJ いふこビの 
うちになほそれらを高めて居る。 

朝の 十 時に私は知事の黑人ラヵスヵアデ^ pio も e に 自分を 
紹介した。彼は私を一角の人物のやうにもてなした0 

私はこの敬意を—何故かは知らない♦か —— フランスの當局が 
私に任せた使命のおかげだ VJ 思つた。勿論それは藝術上の使 
命でぁつた。然し黑人の眼にはこの言葉は政府の間者どいふ 
の S 同意義でぁつた。それで私はこの嫌疑からのがれやう£ 
骨折つた、*>駄目だつた〇知事の周圍の人達は誰も皆、ぃぶ 
かしい顔をして居た。それで私の使命は何も報酬を求むるも 
のでない S いふた時にも、彼等はこのこどを信じやう vj はし 
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なかつた o 


パべユテ Papeete の生活は私には直ぐに苦しくなつた 。まこ 

どや、 こ、 も歐羅巴であつた-歐羅巴、 そこ炉ら私は 解放 

されるど信じて居たのだのに-そればかりではない、なほ 

そのぅへ に、殖民地の蕪雜亂行 V 」歐羅巴の道德、流行、罪業、 
文明愚の馬鹿らしき摸做 ビの、 おほそれた狀態 にあるの だ。 

私は逃げだしたもの、その物を見出さん*>ために、 かぐも 
遠路をしなければならなかつたのかしら。 
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それでも然しある社會上の出來事が私の興味をひいた〇 
王様の•ホ マアレ PO ョ PS はこの當時ひ’ V 」 くわ づらつて居られ 
た。その臨終の時が日々!:待たれた〇 
都布は段々に不思議な樣子をして來た〇 

あり VJ あらゆる歐羅巴人、商人、役人、軍人、兵隊は皆外 
の時どおなじやぅに街々に笑ひ、唄つてたけれざ、土人達は 
眞面目な顔附をして、打ちしづんだ調子で、宮殿の前に語り 
あつた. 0 

船着では、日のあたる中に烈しくかぃやき、銀色に光つて 
居る礁のつ y いた碧色の海に見馴れない橙色の帆が動いて居 
る。それらは近所の島•々の土人で、彼等の王樣の最後の瞬間 
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——-彼等の土地がフランス.に確實に領有せられる瞬 nn に遭遇 
しやぅ S て急いでやつて來たのだ0 

彼等は上方からの (：；": •:小にょつて、その知らせを得たのだ0 
一體何故 VJ いふ.に、何時も王樣 *> おかくれになる VJ いふどき 
には、山が日沒の折に定まつた VJ ころが黑 いまだらでお ほは 
れるのだ0 

王樣は死んだ〇そして大元帥の制服をっけて公に宮殿に安 
置された0 

其の塲で私は王妃のマラーユ Miii を見た-これは王妃の 

名でぁる^^彼女は王様の部屋を花や織物にて飾つた0——公 
務の世話役が私の V 」ころへ范式の裝飾上の準備の栢談に來た 
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VJ きに、私は彼に王姐をす、めてやつた〇壬姐は彼等の穂族 
の美はしい本能で以て何處も某處も自分の周りを氣持好くこ 
しらい、自分の觸れる V 」ころのもの'は何でも皆一つの藝術品 
にしれ〇 

けれざ最初に會つたどきに私の彼女を理解した VJ ころはほ 
んの不完全なものだつた。私•か彼女に M んで居たものどは非 
常に t > •かつたものでぁつた人間ど事物、それらは私の迷を解 
いた。私はこの全くの歐羅巴風のくだらない棗に嫌惡の情を 
おこした。然し ぁる歐羅巴輸入の廣美術的糞土のぅちにざれ 
だけ國民性、特有性、又は原始的美ビいふもの•か、この征服さ 
れた 人種の K ] に 保存せられ てる かを 見るこ，/」 •か出來るやぅに 


\ 
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暫時留つた。私はまだ 多の黠 に 於て 肓目だ つたの •た。私はこ 
の最早 多少成人した王姐に於ても亦唯氣高い美し 3 の跡の ぁ 
る 普通の 肥つた女 VJ しか見な かつた 〇然し 私が 後に また 彼女 
を見たどきには 最初の 判斷を變じた 〇私は 彼女の マォ ソ ー人 
特殊の魅力の 刺戟にまけた 〇い ろ^.の雜種にもか、はらず 
彼女にはタヒタィ本來 の型は純粹に殘 つて居た〇それで彼女の 
祖先、偉い頭領のクタィー Tati に 對する回想 •か彼女にも、皮女 
の兄弟及び その 全家族 t : 對 する、匕同樣に眞當に偉大なるもの 
の見滎 を與へて 居た 。彼女はその人種の容儀 正しい 立派な姿 
をなし、大きく、若かも優美でぁる、 腕は 寺院の 圓 柱の やぅ 
に 單純 です つきら. して居る 〇それ から 全體 の體驅 の 造り、眞 
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直な暮の線、上へつき出て居る頭は思は中■なる三位"三位 

一體のシンボオルを想はせた-彼女の眼には時たまぼぅ S 

浮んで來る熟情の ひらめき*>見える〇それが烈しく燃え、周 

b のす V てのものを燃えた、す-恐らく島自身もかつては 

大洋から 頭を擡げ、 その上の樹木*>最初の日の 光にかレやい 
たやぅに〇 

ぁ hi ぁらゆるタヒ ティの人は皆黑の裝束をし、二日の間悲 
しみの曲、 死の調を 歌つた。私にはそれが激情的なソナタを 
きくや’でぁつた〇 

それから葬式の3が來た〇 

朝の十時に行列が宮殿を出た。白い胄、黑/い衣の兵隊£役 
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人、それに喪服をつけた土人ごでゐる〇すべての 地方々々 の 
人民も列次をなし5んだ 。そしてそ® S 方 SS はフ 

アルィ A 1. US で ビまつ た 〇 そこには名狀するこビの出來ない 
紀念碑、4 メントでつながれた石の見惡ぃ堆續•か突立つて居 
る。それ* > SVJS 氣 V 」に^して f しい對照を なしてた 
つて居る。 

ラカスカアデは先例に從つて演說をした〇それを通_が列 
席のフランス人 S めに—をした。それから新敎の牧師の 
說敎がぁつた。それに王の兄弟のクーグィムニ—答禮をし 
た — それが全體でぁつた。人々は散じた、役人達は，^事 こ 
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押し^ひ突きあひ人 b こんだ。それ*>かぅ何か一競爭の M - り」 
の樣を想はせるやぅであつた0 

フランス人がその風習に全く無®若になつたその時、四五 
n こつち眞而目になつて居たこれ等の人民は再び喜悦を見出 
した。彼等の頑丈な跣足*>道路の窿埃をふきまくりな力ら、 

ヮヒナ Vahina はまたタネ ー Tanw の手を£り、元氣好く話し、 
前後に腿をゆすぶつて步るいた〇 

ファ テ ュア Fatiia 河の近くで皆 *> 散 b になつ^。石ミ石€ 
の問に隱れて、 Jib 處彼處に女達は帶のミころまで上衣をまく 
りあげて、腰や、歩行ど熟さから汚れた脚をきょめる爲めに 
水り中に M んだ。かく淨められて、女達はモス？ンの布がそ 
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の上に括られてめる、その胸を突きだし、 若い丈 f 動物© 
美し：21持して、 f ど再びパべエタへの 道を行い 
f ませもの、宇ば動物性の、半ば植物性の香、彼等の血 

どぐちなし Q 花の香 - タィ ァ UTia 在-が彼等からむれて 

來る〇それを皆が髮につけて居た0 

i merahi noa I (今や芳ぐばしい香がする)ざ彼等 i 
歌つ た0 




. 私*>菏らつて、パレォづ|0たつた1つで床に橫になつ 

て居た部屋の中へ王女がやつて來た。眞當に地位のある婦人 

を迎ふる樣子ではなかつたのだ。 

註- パ > すミは 土人の唯一の着る物のこミ 

- Ja 0 |,(御免なさい)&| 11 5 -御病氣で居らつしやるの〇 

私«あなたにお會ひしたくつて參らましたの。 

かぅ彼女はいふた。 

i -- あなたは V 」なたですか。 

_ グ ァィ， ブュァ VaSiia で御座います 〇 

歐羅巴人が何でもかでも皆自分達の水平線まで押しつけて 
しまつた後に、なほ眞當の王女どいふものがあるものなら、 
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グァ ィー グュァ こそそれ だら う 〇勿論彼女は素 跳足の尋常普通の 
人間で、 耳の後には香の する花を つけ、 黑い着物を つけて居 
た。彼女は •ホ マァレ 王樣の喪に あるのだ 〇彼 女は 王樣の 姪で 
あつた。彼女の父の タマトァ Tamatoa は 士官 や 役人達 S 餘儀 
ない 交 1 T もし、 海軍提督の待遇は うけて居る♦か、彼はの 
マォリ！、 憤怒の紀念碑の中の戰 好きの巨人、 夜會の名权り 
の大涵呑以外の ものにならうどは一度もしな かつこ〇グ ァィー 
タュァは彼に能く似て居る VJ いふ評判であつた0 

人を疑ぐ るやうな薄笑 5&>唇に動いた 〇私 はこの島に 上陸せ 
る歐羅巴人尋常の II 々しさで以て この やつて 來た 王女を 觀察 
した 。然し 私は 叮嚀で ありたいつた 0 




1 お出で下すつてぁち* > たう。御一緖にアブサントでも 
頂きませうか0 

かういふて、私は部屋の隅の方の場を指差した Q 了度私は 
それを貢つて來ておいたのだ。 

別に不機嫌な樣子も嬉し相な欉子も見せずに、素直にその 
方に步いて行つて、その爆をどらう， A > 屈んだ〇この屈んだ VJ 
き、その輕るい透き通るやうな着物が腰の上にばつビ關いた " 

-その腰 vj いつたら地球でもかつぎさうな腰でぁつた〇眞、 

當に王女らしい女だつた。彼女の祖先は？ 傲慢で、房敢なる 
P : 人！幅廣い肩の上には頑丈な首がのつかつて居る。！羽めに 
は私は唯彼女の人問の肉を喰らう大1 T ものを裂き切るため 
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の廣い齒、陰鬱で、奸獰な動物の窺 ふやうな眼差しを見たば 
かうだつた。彼女が奇麗な、立派な額を して居る 1: もか、 ii 
らず、私はひ ざぐ見惡く思つた〇 

床の上に坐はる VJ いふ こビが 彼女に-氣が 附かなかつただけ 
なのならば。勿論 こんなに 弱い臺が私達 二人をのせるこごは 

出來ないの•たが . 

然し矢張う彼女は臺にのつた0 

臺はみり-^-ご音がした*>、然し大丈夫だつた0 
飮みな•から私達は二言三言話をした〇然し 話は 涉 々しく i 
行かなかつた〇到當彼女は話に倦んで來た〇 そして沈默•か 支 
配した〇私は內々王女を ill 察した〇彼女は 眼 角から 盜む P う 
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に私を見つめて居る、そして時はたち、壜は空らになる〇グァ 
イタユァは盛にのむ。彼女はタヒティの葉卷を自分で捲いて、 
それを喫ふために臺の上にからだを のばす。 彼女の脚は全く 
機械的に始終下の臺の脚の木の上に屆いて居る〇彼女の顏附 
はやはらいで來、見かけは弱々しくなり、その眼はか)やい 

てくる-そして正しく間をおいた口笛がその唇をもれて來 

る-それが私には獸的な歡樂の思に耽つて居る猫の唸きを 

きくやぅであつた〇 

私は大變變り易いやぅではあるが、今私は彼女が眞當に奇 
麗だビいふこどを發見した0 r あなたは私を好き」ビ聲音を振 
るはしていふたビ&、大變な不安•か私を襲ふて來たし王女は 
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際立つて美しかつた . 

私の氣に入らう- VJ する 爲めなのは疑 ふまでもない のだが、 
彼女はラ•フォンタエンの蟋蟀 VJ 蟻 VJ の物語を語り始めた—— 
彼女を敎育した姉妹達の處に居た時分の小供の時の記憶なの 
である〇 

葉卷はすつかれ灰になつた0 

—あなた御存じな 00 ど王女はいふて、 r 私はラ•フォンタ 
エンを好かない」 VJ たちあがつた 0 

- V 」 うして〇あの善人の ラ •フォン テ エンを Q 

-多分ぁの人は善い方でせうけれ V 」、ぁの人の道徳は善 

ぐない。 11 . (女の口には嫌惡の樣子が見ぇ 5 0 あ、あ、 
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蟋蟀、蟋蟀。唄え、晒 r A v 何時もお唄えひ 

かういふて私を見向きもせすに、輝いた遠くを見入つた眼 
をして彼女は威張つて附けたした Q 

-まだ何も賣られなかつた vj きは、 V 」んなに私達の國は 

立派だつたら50年が年中何時も何時も唄ふたのだ . 唄 

はう、何時も◦何時も、與へょう . 

そして 彼女は行つた Q 

私はまた枕の上に橫になつた。永らくの間3 I Gauguin 
W いふ言葉* > il びるやうに私の心の中にぁ V 」鳴りをして居た〇 
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•ホマアレ 王樣の 死 VJ 其に私の思 ひ 出のぅ ちにあるこの小話 
は、意外の事"社會上の事變 VJ して私の記憶のぅちに深い跡. 

をのこして仕舞つた。 

パべ JX . 夕の住民すら、土人も白人も直ぐ樣 この 死んだ人を 
忘れた。王樣の大葬に列するためにやつて來た近所の島々の 
土人もまた行つてし まつた 〇數千の橙色の帆は又も碧色の海 20 
を橫切つた0そしてすベてはまた何時もの步調に返つた0 
ほんの王樣 vj いふ ものさへ 最早なくなつたリ 
彼 VJrih ハに古傳說の最後の跡は消えた。彼 VJ 北(にマォリー.0 

歷史は卷を閉ぢた。マォリーの歷史は終宋に來た〇文叨- 

兵隊，/」商賈 VJ 官僚 ——が 勝ち誇つた、遺慽な がら C 




深い^^哀愁* > 私の心を支配して來た〇タヒクイに私を運ん 
で來た夢は現實にょつて酷たらしく追ひ捲くられた〇私(1昔 
のタヒタイを愛した、今のタヒタイは私に恐怖をおこさせた。 

然し私は未だに保存されて居るこの人種の肉體上の美しさ 
を見た VJ きに、彼等がその昔の偉大、彼等の人情や自然の風習" 
彼等の信仰、彼等の口碑のうちから何も持つて居ないどは、 
私は信す るこ VJ は出來なかつ だ〇たへ 彼等が こんな ものを 
殘こしておいたしても、その過去の痕跡だけでもざうして 
發見するこ VJ *> 出來ょうか。何の道標もなしに V 」うして理解 
するこ VJ *>33 來やうか。灰す らも 散つてしまつたものから、 

V 」うしてま t 2 夾がぼ さる、 だらうか 0 
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私は又こんなにすゐ分參へらされたけれざも、私は決して 
私の計畫をすて中、標的に達する爲めにいきな.0不可能ビい 
ふこご自體を探求すろ0•か何時ものこ，/しなのだ。 

私の決心は直ぐにきまつた。私は自分を歐羅 B 張りの中心 
から遠のけるために、パべユ ーグを 去らうビ決心した0 

若し 私が草叢のなかに土人の生活を一から十まで彼等 VJ 共 
にす るなら ば、段々 vj マオリー 人の信用を 得るやうになり、 
そして -やがては彼等を 理解す るやうになるだら う VJ 感じ 

かくて ある 朝私は' 自分の小舍を見附けるために、役人*> 
親切に私のために用だて、くれた馬車で出發した。 
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ティラィ Titik 呼ぶ私の フヒナ は私をつれて tr つてくれた彼 
女は イギリス VJ タヒタィ S の混血兒で、いくらかフーフンス語を 
話した〇この旅行には彼女は一番好い着物を着て、耳の後に 
はクィアレ、上は紐で結すび、下には稈細工の花ど橙色の貝殼 
の飾をした樹皮の帽子をかぶり、長い黑髮を lir いて肩の上 
からさげて居た。彼女は車で行くどいふこ£が得意であつね。 
自分が非常に立派であるの S 、 又自分が偉い力♦かあるミ思ふ 
男の ヮヒナ であるいふ事ビが得意であつた。そしてその得 
意の中で彼女は眞當に美しかつた〇其得意には何等の馬鹿氣 
た風がなかつた。この容儀正しい容子は、この人種が支配せる 
盤き以前の歷史や、時を定めずあらはれ介偉い頭領の系線を 


記憶して以て、 そのうちに輝ける誇りを 有つ て 居る この 人種 

にはひ V 」くふさはしかつた-彼女の大變心を配〇た愛は、 • 

巴里の人の眼には賣物の娼婦の鎇ほざにも天秤♦かきかなかつ 
た VJ いふ こ ^を私は眞當に知つた。然し マォ リーの娼婦の情 
火は巴里の賣女の受動的なの VJ はまるでち•かつたものであ•つ 

れ-眞當にまるでち•かうのだ。彼等の血のうちには火があ 

る、 この 本來の滋養分である戀情はそこに目醒め、 そこに 呼 
吸する。この 眼、 この口、 利己で あら，フビな からう ビ、 それ 
は噓を 吐く こどは 出來な いの ♦た。 この 口、 この II から 語られ 
るものは何時も 何時も 戀情だけで ある 0 

路は豐饒な、しかし變化のない土地を通つて忽ち(:進んだ0 
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右には何時も海があり、珊瑚礁があり、瀑がある〇それは波 
*> 岩 VJ 非常に猛烈に突きあたる VJ いふ ど 煙霧を散らした。左 
には大きい森林を望んで草叢がある。 

午頃には私達は十一里の餘も來た、そしてマタィニァ客 g-f 
2 ^ の 地方に 着いた0 

私はあた b を見廻つた〇そして到當可成り奇麗な小舍を見 
附けた〇小舍の主はそれを私に贷してくれるこどにした〇彼 
は自分が住まはぅどした新らしい小舍をその側にたてた0 
翌日の夕、私達がパべエタに歸つて來た V 」きに、ティクィは" 
私が彼女を一緖につれて行くのか V 」ぅかつてきいた0 

-二三日たつて後で、私の筚備が出來たなら、 S 私はいふ 
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た0 

タィティは澤山の愛人を 地下に 葬つた後、， パべ工，グでは恐ろし 
い評判を有つて居るのだ〇然 しこのこ s *> 私を 彼女から遠の 
けは させなかつた◦彼女は半白色人^ J して、又® 深ぃ、本來 
の、純粹のマォ？ 1 人の 特徵を 有つ てるに も か、 はらす、、 
ろ—- の關係 からしてこの人種の 目印になる ものをすい 分 多 
く失な つて居た。私が知 b たかつ たものは 何にも彼女は 敎、 
るこ VJ が出來す"又私が慾求した 選りに 選つた幸福を何も 私 
に與へる こどは 出來な いど 私は 感じた 0 

その外に、私が探し求めて 居る もの、 選擇を要する ものを 
私は この 土地で 見出すだら ぅど 私は 自分こ、ふた0 
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长 * 

H* 

一方からは 海、 一方 14は山脈、分峰をなした山豚、大きい 
谷がある。谷を岩に倚つた高い 竹がお ほふて 居る0 

山 £ 海どの 間にブクラオ 木造 b の私の小舍がある〇それ VJ 
列んで、住みはしないが第二の小舍が ある"フアレ•アム (食堂) 
1 'ai'6 amu なのだ Q 
朝0 

海には岸邊に近く、私はヒロ ーデ a g^s 、 そのなかに半裸 


27 


の 女を 見る 〇岸邊 には男が 居る、之も同榛に裸だ〇萎ほれた 
葉のついた 勢のないココスヌス ぎ^ ミ18 " 胡桃の一種)は金色の 
尻尾を たれ、 房を 爪の中に有つ て居る 法外に 大きい 鷄撝の や 
ぅだ 。男は 調子の 好い恰好を して 雨の 手で重い斧を ぁげる 0 
それは 上では銀色の空に碧色の跡をのこし、 下では 伐り倒さ 
れた樹幹に薔薇色の截目をのこす。 その 時、每0々々泞 へら 
れた數 百年の熟 火は瞬時の炎にまた復活する 0 

註-'ピローデミは土人の樹の幹で作つた輕るい小舟のこ W 

紫色の地面のぅへの金黃色の永い蛇形の葉は 私に 神秘な、 
宗敎的な古經典の筆附きを想ひおこさせた し 葉は はつき d 5 S S 
ォーストラリャ語源の聖語ァクゥァ> ^!1> ——神_タエ ータ 
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Ts:f 又はタカタ闩 akaF 又は タタガタ闩 athagata の形をして居 
た〇それは全印度到るビころを支配して居たのである。そし 
て奇麗な靜寂 S 美はしい淸貧ミのうちに神秘なる慰めのやう 
に私は賢者の言葉を思ひだした。 

タタガタの眼には立派な王者大官の威容も癦にすぎない、 
埃にすぎない0 

彼の服には淸純も不純も六のナガス穸 oqg の舞蹣のやう•た。 
彼の [111 には佛を拜したい求めも花を求むるのに等しい。 
ピローデでは女は綱をなほして居る。 

海の碧色の線は珊瑚礁に碎ける去來する大波の綠にこはさ 
れる〇 
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夕暮リ 

私は葉卷を喫えに、海岸を步いた0 

どぐ水平線に沈んでゆく太陽は私の右手に 橫はる モレァの 
島の後にすでに半を かぐした 〇 その突き出た所が尖 J #- を 有つ 
た古い城のやうな山は黃昏のなかに黃色の 夕 燒けで くつきり 
黑く影を描いてたつた0 

人の心の支配者でぁる 幻映*>この 自然の建築の 前に自分を 
追ひやつた S いふ こ VJ は何の不思議 もないこど だ 〇 s 上こ i 
その 山巅は巨大な冑の姿をなして居る 〇その音は大勢—集 
の騷擾のやうにひ>く、ぁた b に 打ちょ せる 波は 一度 もその 
rt ■に VJ ぃぐ こ £はないだ らう 〇この廢墟 のうちに胄は只一 


3〇 


つたつて居る。それは守證神であり、證人であ 6/ 天空の隣人 
である〇私は上方にある頭から水の中に秘密の眼差を浸して 
居るのを思ふ。それはかつて罪ある人間の種族を鞭ぅつたも 
のである〇その口である廣い隙間から、私は反語 VJInl 倩ビの 
笑の水の上に漂ふのを知る。水、そこに過去はねむる。- — ! 
夜は急いでやつて來た〇 モレァはねむつた。 

* * 

* 

靜寂！ .私は タヒ ティの夜の靜寂を知つた0 
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靜寂のうちに.私の心臓の波打つの、外は何も私は何もきか 
なかつた〇 

私の 小舍の前に同じ間隔をおいて立つ て居る 竹を 通して 私 
の 床の 上まで 月の光が差し こんで 來た〇 そして この 似通つ た 
外見♦か私の心のうちに樂器、昔の人の竹笛の面影を喚びおこ 
した。それはマオリー人に知られ"彼等からグィグォー Vivo VJ 呼 
ばれたものである 。月 V 」竹 VJ がそれを大きく II にした。 了 度 
それは晝は終 H 默つて居る、然し•夜は月のお蔭で 夢見る 人の 
その 記憶の なかに 愛らしき メロディー を想ひ おこさせる 樂器の 
やうに 〇私はこの 奏樂 のかた へに眠りについた。 

空 VJ 私 S の間にはパンダ アヌス pandang の葉の高. い、！一る 
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い屋根の外何もない。その屋极には蜥蜴が巢をつくつて居る0 
私はかの牢屋、歐羅巴風の家から遠くはなれて居る0 

マオ91の小舍は生命、空間、無限 . から人間を離間し 

はしない〇 

どはいへ私はそこに非常な寂寞を感じた0 
この地方の人達 VJ 私 VJ はお互に双方から觀察 しあつた、 そ 
して私達の間の隔りは同じであつた。 

二日 目から私の貯蓄はなくなつてしまつた or ぅしやぅか 0 
金錢で 何でも必要なものは皆見出せる私は言 じて§たの だ0 
然し 私は欺かれてた〇人々は都會を去るや否や、生きんが爲 
めには自然に 賴らな ければならないのだ 〇 自然はゆたかであ 
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る、自然はしみつたれではない、そして誰にもその寶物の分 
配を拒ばまない〇それらは無盡藏に木に、山に、海に貯へら 
れてぁる。然し人々は高い木に攀じ、山に登り、重い獲物を 
擔ふて返るこを知らなければならない、人々は魚を捕へ、 
水に潜ぅ、石にかたく翁いてる艮を海の底では}!)>すこどが出 

來、なければならない-人々は知らなければならない、出來 

なければならない0 

私、文明人でぁる私はこの點に於て遠く土人の後にたつて 
居る。私は彼等を羡やんだ〇私は私の周りに日々の需要以上 

には大した骨折を要しない^-金には少しの心配もない- 

彼等の幸福なる、平和なる生活を見た◦自然の產物がすべて 
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の人の使用に供せられてる處に、誰から何を買 ふのだらぅ 0 
私 *> 空腹をか、へて私の小舍の圓 に 坐り、氣を落 して私の 
境遇ど、自然がそれ自身 VJ 文明人の問においた先きの知れ 
ない、恐ら C は打ち超える.こビの出來ない障害を思ふてた時 

- その時私は何か身振、りをしながら私に呼びかけて 居る一 

人の土人に氣♦かついた。その大變に表現に、、」んだ擧 動が言葉 
の役をたした。そして私は私の近處の人が私を食事に 招く の 
だ VJ いふこ V 」 を知つた〇首を振つ て 私はこ S はつた 〇私は そ 
の申出をこ， HJ わつたけれ V 」も、それを受取つ たの S 同じに思 
へたので、私は愧ぢて小舍の中に歸つた0 

四五分後に小さい女の兒が何もいはすに煮た野菜ビ、7;;7 
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した摘みたての綠の葉で奇麗に蔽はれた果物を私の小舍の前 
に置いた〇私は® L えて居た〇そして同じやうに何もいはすに、 
私はそれを受取つた。 

直ぐ後で先きの男•か私の小舍の前を通つたが、立ち’ヒまら 
すに笑ひな♦から尋ねれ 
- - pa-ia ? 

「お前はもう充分か」ビいふこビ、私は推測した0 
これ♦か私，と蠻人^:の間の相互の信用の初めでぁつた。 

「儀 人！ 一、私*>これらの人肉を唆らう齒を有つた黑色の人 K 3 
を 見た VJ きには、この言葉は思はす私の唇のうへにやつて來 
2。然し私は直ぐに彼等の正しい、彼等の珍らしい愛嬌を認 
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めた . た VJ へば温和な下向きの服を有つたあの銅色の首" 

ギローモン9.1'0日011の大きぃ葉の蘩の下で、ある朝私に隱れて 
見て居たが、私の視線が彼のど出會うビ、逃げて行つたあの 
小供のやうな . 

彼等が私に^:つて觀察の對象であり、.驚愕の原因であるや 
うに、私は又彼等に VJ つてそうであつた。何も知らなかつた 
人に VJ つてはす V てのものは新らしかつた〇何故 VJ いふに私 
は彼等の言葉も、彼等の習慣も、又最も單純な缺くべからざ 

る手業すら出來なかつたのだ0-彼等の各自•か私に V 」つて蠻 

人であるやうに、私は彼等の各自に S つて蠻人であつた。 

そして私達双方のうち何方*>正しかつたのだらう。 
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私は働かぅビ試みた〇そして各種のノートやスケッチを作 
った0 

然しその强い純粹， V 色を—した景色は私を睃威し、私を目暗 
にしてしまつた0私は何時もおちつかなかつた、そして欺め 
に求めた . 

そして 私は見た ま、 を單純に 描き、 多くの思 it なしに#の 
そばに赤をおくのでぁつた◦小河や海岸の金に色彩られた姿 
は 私を 洗 惚 VJ さした〇何故 私は書布の上にこの大陽の歎喜を 
補へる こ vj を躊 踏したのだらぅ 0 

この古い歐羅巴張りの傳習ょ〇頹廢せる種族のかの恐るベ 
き表現法ょ0 
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タヒ ティの人の 顔附 の本來の#色 VJ いふものを修得する爲め 
に、私は近處の女、純粹のタヒクイ系の若い女の宵像を作らう 
ぐ J 思つた Q 

その女は一日、私の小舍に來て、私の部屋の壁を貼ってお 
いた書の寫眞を見やう S 思ひたつた。その女はそれらを永い 
間見てた、オリンビアをば全く特別な興味を以て見てた。 

-それをざう思ふ？ VJ 私はその女に尋ねた。(私は最早フ 

ランス語を話さなくなつた二月で僅かのタヒタイの言葉を覺え 

S 

近處の女は答へた 
- -この方は大變綺麗ですわ。 
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私は この批評を笑つた、そしてこの女は私の 心を 動かした 0 
それならこの女は美 VJ いふこごに對して酒解を有つてるの だ 
らう か。 美の藝術の學校の先生達はそれに何 どいふだら うか0 
思索 VJ いふこ V 」が免きにゆき勝ちな感動せる沈默の爱 に、 
この女は突然附け足した 

4さんでいらつしやるの？ 

-あ。 

私はこの虛僞を避けなかつた〇私、美はしきオリンビアの 
1 'an 6 • 

この女が珍らしそうにィタ？ア原始の二三の宗敎 書を 見て 
居た間に、私は急いで、 その 女には見せずに、 その女の 宵像 


4〇 




をスケッチし始めた0 

その女はそれを直ぐに見付けて、すねて叫んだ- Aita !(い 

けない！) そして そこから 驅け m した。 

一睁間の後にはこの女♦か綺麗な着物を着け、耳の後にタィア 
レをつけて又そこに居た—それは氣に入らぅ S するこどか 
らなのかしら〕一旦拒んだ のちに 自から進んで許す VJ いふ喜 41 
悅からなのかしら。若しくは單にそれは人々が自分自身にそ 
れを抑制して居る禁制の果の誘惑でぁったのか。若しくは又 
もっビ單純に何等外の理由のなぃ、マオリー人がその女をそ 
ぅした ほんの氣紛れなのか しら0 

猶豫なしに私は仕事をした、猶豫なしに、そして熟心に0 




書家ビしての私の仕草にモデルの物質上旅 i : 道德上の 服從、 
急激な、沈默せる、否定する この 出來な い 同意 VJ いふもの 
が 屬して居る£いふこ VJ を私は覺えた0 

私達の美學上の法則にょる VJ この 女は 餘り 美しく はなかつ 

た0 

然しこの女は美しかつた。 

この女の顔附はラファ H ル流の調和の d るものであつた0 
唯一つの動く線のぅちにすべての喜悅 VJ そしてすベての苦痛 
ビをおくこビを理解して居る彫刻家はこの U をモデルにした 
のだ0 

私は急いで、情に激して仕事をした〇何故いふに私はま 
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だ その同 i に賴るわけには行かなかつたから 0 私はかの大き 
い眼のぅちに未知の人に對する恐怖"願望"各®の歡樂 の 底 
にある苦い經驗の憂欝、 丁度 我慢どいふこ VJ の我儘でない、 
氣高い感情のやぅなものを讀むこビを恐れた。こんな人問が 
私達に服從するならば彼等は私達に敗けるのである、然しそ 

れは彼等自身の意志に敗けるのである。超人拙的のもの- . 

若しくは 恐らく 神格的獸性を有つ てる VJ ころの 力が この 女を 
支配し t る0 

J J 
* 鈇 

* 
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そ 


今は^ょり樂に、具合好く 働けるやうになつた 0 
然し 自分の孤獨 S いふこ VJ が私を 苦しめた 〇弘はこの 土也 
で靜な眼差をした全くの若い女や處女"血統の 正しい タヒ タィ 
の女 VJ いふものを見た0 若かもそのうちの二三の女は 恐らく 

喜んで 私 VJ その生活を分つ てぐれたであらうが 0 -然し a i 

それらの女達を說き伏せるこ V 」を能う しな かつた0 そ rt らの 
女達はその確かりした、ぐらつかない服差 ど、その動作 
の品位、容態振つた態度 S を持して事實に私を臆病が らせ 

う^はいふも©、すべての女 VJ いふものは 國、 らした*> 
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つてるものだ〇若かもそれ* > 一字を足さ中、文字通りに獸的 
に摑へられ ( mail ) たがつてるものだ。すべての女 VJ いふもの 
はしたい放題にされる VJ いふこどに不思議な慾望を有つてる 
ものだ。何故 VJ いふにこの種の男性の權威 VJ ぃふもの、所•作 

を通じては女子の意志は全く責任を有しないものだから- 

一體全體永續きのする戀の發端に於てさへ女子の意志表示£ 
いふこビはなかつたものだ〇初めてこんなに激しく動かされ 
たこの力には深い意咴がその底にある£いふこ VJ は"あり得 
るこ VJ だ。あの女達が飾らない、有り0儘の魅力を有つて居 
る V 」いふこども、亦あり得るこ S だ〇私はこんなこ^をぅま 
く考へた〇然し私は能ぅしなかつた。 
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それから又ぁの 女達の 多くを病氣だ、野蠻人に文明 生活の 
第一階段 VJ して 歐羅 巴人から運ばれて來た 、あの病氣ノといふ 

ものから靈はれてるのだ s A 々 U 思つた . 

それで 老人達が女達の一人を指して 私にかぅいふたどきに 
- -(これをおつれなさい) 

私はなくてならない大膽 VJ いふ ものも、 信用 どいふものも 
有つ てなかつた〇私が その 女を ょろこんで引き <£らぅビいふ 
こ VJ を私はクィクィにいはした0 
女はすぐに來た〇 

試は不幸に終つた。 そして私は役人達の平凡な 奢侈に 慣れ 
たこの女 ど一緖(:居て感じた倦怠で、野蠻 人の美は しい 生活 


パ 




の間で旣に私が45何程の進步をしたか S いふこ vj を私は测る 
こビが m 來た〇 

二三週間たつた後でタィティ V 」私、じは永久にお互に別れた0 
私はま fci 人になつれ〇 
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近所©'人達は私 VJ 友達になつた〇私はその人達 VJ 同じやう 
に喰べたう、着たりずる〇私が仕事をしない S きには私は無 
邪氣ビ喜® VJ の彼等の生活の仲間入りをする〇その彼等の生 
活どいふものは時どするど俄に眞面目になる〇 

夕には人々は群をなして繁つた叢林の根もどに 集まる 〇そ 
れを蔽へかぶせて娜子の木の梢がかきむしられたやうにひろ 
がつて居る〇男も女も、老人も小供も一緖になる〇そのうち 
であるものはタヒーグィの血綫のもの、外のものはトンガス Ton — 
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gas の島や、 又 外のものは マルク 尤サス Marquesas の島の もので 
ある Q 彼等の體軀の活氣のない調子が葉が織物のやぅに 重な 
b 合つたのにょく調和して居る〇そしてその銅色をした胸か 
ら打ちふるへな•からメロディ1*>かたまつてくる〇それ*>椰子 
の木の無細工な幹から濕 b 氣を帶びて投げ返へされる〇それ 
は タヒ タィの歌、イメネス Im 6 n 6 s である0 

一人の女が始める、その女の聲が丁度翔け登つてる鳥のや 
ぅにたかまり、そしてあらゆる調子を通つて音階の最も高い 
ビころに行き、强い調節をなしてたかまつた b 、 しづんだり 
し、そして到當お仕舞には外の女達の聲を壓して翔け廻ぐる0 
それが3てその女達の方では翔け廻つて"まあいは > その女 
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に從ひ、忠實にそのお钱をしてるやうなものだ。®喉から突 
きだすやうな、野蠻な唯一度の叫びで"到當すべての男達が 
一緖にその歌を終はる0 

時々お喋舌りや歌うたひに小舍に集まつて來る〇 

祈りを以て始められる、老人がそれを大槪先きに唱'へる、 
そしてその座に居るすべての人達がそれを繰返へす〇それか 
ら唄はれたり、又は可笑しい話が物語られたうする。こ，れら 
の物語の內容ビいふものは大變微妙なもので、なか^-摑め 
ない〇それは彼等の純朴にょつて織物のなかにちりばめられ 
た繊巧な部分で、それが彼等をょろこばすのだ。 

たまには眞面目な問題や賢い議案の審議をする。ある晚な 


5〇 


V 」は次のやうな こ VJ *> なされた。それを私は驚かずには pil け 
なかつた。 

——この私達の村には、ビー老人*>語りだした、 a 處彼處 
に 倒れた家屋や崩れはてた壁 や 朽ちて穴の開いた屋极なざが 
見える。時たま雨でも降らうものなら、そこから濕氣 *> 人り 
こんで 來る〇何故だら う？ 人は誰でも皆風雨の前に守護され 
る權利を有つ てるもの だ。 その 屋根を修繕す るには 材木にも 
木の葉にも缺乏して居る〇私はかう建言する。最 E 十住むこ VJ 
が出來なくなつた小舍の代りに共同して廣い丈夫な小舍を建 
てるこ VJ を。私達はそれを片端からやつて行きたい0 

その座に居たすべての人達に取 b 除けなしに喝采を以て位 
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に報ひた。 

この老人の動議は衆ロー 致を以て受け容れられた0 
悧巧で善良なる國民、かう私はその夕私の小舍に歸つた VJ 
き思つたハ 

然しその翌日私♦か 昨日 議決された仕事の開始を知らう VJ し 
た c £ き、私は最早誰もそんなこ VJ を考へてない£いふこ VJ を- 2 
知つた。每日の生活は又常道をふんで行つた 〇そして かの S 
い建言者から指示された家屋は以前のやうに倒れたま、 にな 
つて居る0 

自分の問には私は唯微笑を以て答にした0 / 

然し皺のょつた眉♦か幻想的な額の中}:意味ありげな線を引 


いた a 

私は自分の心を1 i はした、然し立派な敎訓を野 Q 人から!2 
けた S いふ感情を以て◦彼等が老人の建言に承諾を與へたビ 
いふ こごは眞當に'當然なのだ〇 恐らく その決議をそれ 以上に 
遂行しなかつたこ VJ も亦當然なのだ0 

何の爲めにするのだ。 # 樣は自然の財寶をその忠實な信菪 S3 
に分ち與へてやらう，/ j 、 そこにお居でになるの UO 
-明日は？ 

- - 恐らく！ それは 然し又大丈夫 だら う、 太. 陽は 今 CIS 同 

じやうに明卩も晴やかに、恵 深ぐ 登るだらう 0 

それが 跺忽、輕 るはづみ、うはす つてる こ VJ なのか 〇それ 




VJ も又恐ら C 深い哲理の1)るこ VJ なのか-誰が知らうゾ.ま 

あお前さん達はその贅澤にお氣を附けなさいよ。用心深いビ 
いふ口實で、そこにを見 m したり、それを大切ど思つた 
りするこ ドをお氣を附けなさい よ 0 

生活は毎日段々よくなつて來た〇私はマオリー人の言葉を 
今は可成り好く解かるし、又そう骨折ら t - に直ぐ諸すこ VJ *> 
33來るやうになつた0 

私の近所の人達は——三軒は全く近くに、外の多くは各々 

に多少隔つて-私を自分達の一人 S して見るやうになつた0 

砂利礫 V 」續け樣に始終觸れてるので私の足は堅くなり、地 
面に慣れて來た。殆斷えす裸な私の體軀は最早太陽の下に居 
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て も苦しく はない 0 

文明 VJ いふ ものが 私を段々去つてゆ.く 0 

私は單純に、隣人に對しては唯餘り嫌味-彼を愛する VJ 

いふょりは寧ろ-を感じない.たけに考へるやうに始めた0 

私は生活上のあらゆる歡«-動物的にも、人間的にも—— 

を味はう。 あらゆる 虛構 、あらゆる傳銃"あらゆる 習慣から 
自由である 〇私 は眞理に 近き、 自然に來た のである〇目前に 
今日 •£ いふ日を有つてるやうに、確かに自由な、美はしい日 
が續い て" 私に平和を降して くれる、私は 正則に發達し、そ 
して不必要な事柄1:自分をつかはない。 

私は一人の友達を得た。 
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彼は自分から 私の VJ ころへやつて來た〇そして下等な利己 
k いふこ V 」が彼を そのこ S に促したのでない VJ いふこどは {I 
なんだ0 — 

それは近所の 一人で、 素直な、大變可愛ぃ、若者なのだ 0 

私の 色着きの繪ゃ木彫りが彼の 好奇心を呼び おこした〇彼 
の問に 對 する私の 答 •か彼を敎へた〇彼が 私の 繪窬を描ぃたぅ、 
彫 1亥をしたりして居るのを眺めてない日，ヒては一日もなくな 
つた . 

今になつてなほも、こんなに時のたつた後でも私は S んで 
この眞實で無垢な自然のぅちに呼びさました あの 眞 tf へで ^^ 
な感情を憶 ひおこす0 
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夕に、私•か自分の仕事をやめて休む VJ きには私達 (il 緖に 
語り合う◦彼は好奇心を有つた若い野蠻人 VJ して私に歐羅巴 
の生活、殊に戀事を尋ねた〇そして一度ならす幾度も彼の問 
は私を當惑させた0 

然し彼の答は彼の問ょうもなほ一層純朴であつた0 
ある日私は彼に私の道具ビ木を一つやつて、彼に彫刻の試57 
をさせやうど思つた〇當惑し、®つて彼は tj めは私を見て居 
た〇それから彼は私に木ど道具どを又返へした〇そして素直 
に、正直にかういふた、私は外の人 VJ はち *> う、それは外の 
人には ffi 來ないこ VJ であり、又外の人*>必要である事柄を私 
は解かつた 、 so 


ヨーグファ Jot 6 fa はかう私にいふた最初の人問であるど私は言 

する-、それは野蠻人か若くは小供の言葉である、一 St 人ぐ J 

いふものは二のうち一でなければならないのだ、そうぢやな 

いか、藝術家 *>- 大切な人間で ある VJ いふこ どを言する爲 

めには a 

* * 

* 

ある VJ き 私は自分が彫刻を するのにパラの 木が 入用 だつ た0 
私は質の積んだ、堅い幹が ほし かつた。 そしてヨーブファに栩談 
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- -山べ行かなければなりません、 VJ 彼はいふた〇赵は澤 

山好い木のあるビころを知つてます〇若すおょろしければ， 
お連れ中しませう。貴方のお氣に入つた木を倒して、それを 
一緖に擔いで參りませう0 

翌日早く私達は出發した〇タヒティの道路は歐羅巴人には可 
谠り闲難なものだつた。それに山路をする £ いふこ S は 土人 
にさへ も 辛抱努力どいふこビが要るの•た。をんなものなんか 
要らない VJ は 土人も思つては居ない0 

二つの 山、攀じ登れそうもない二つの驗しいパザァ 〆 卜の 
壁の K3 に^ 目が開けて居る。そのなかを水*>石 a の間を鏠ふ 
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鋤 


て流れる◦その石碗は淸水に道を開くために側の壁から 崩れ 
たものだ0小河に VJ 大きくなつて ゆく 淸水は石 m をこつき、 
ゆるがし、 到當 いくらかづつ押しやつて、小河が急^ ごな り 
石 碗を引拐つて海へ 運び去つてしまふ。この小河の r の岸に 
も雜 木、 Bstbaumen (バン ダネの木) EisenMumen (羊 齒屬) Bouraos, 
KokosIMUmen (椰子) Hibiscus (錦葵科 J Pandanus (榮蘭科) GI ? 

baien , Eiessfahren の藪や、島の 中央に行けば行く 程 段々深く 
密生し、到當行くこどの出來ないやぅな叢林になる雜草の間 
を通じて道のやぅなものが、 S ころ立派なに vj ぎられ 
て、 通じて 居る0 

私達は二人典裸で、薄靑 色のパレォを纒つて、手に斧をも 
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つて行つた 0 そして道を切り開くために幾度も小河を©切ら 
なければならなかつた。その道を私の究達は眼を以てょりは 
音を以て發見するやぅに思はれた〇何故どいふになや葉や花 
が夥しく群がって地面を全く蔽へて居るのだもの0 

全くの靜寂が支配して居る◦岩にする水の訴へるやぅな音 
や、一様の調子の響や、優しい、低い嘆聲のするにもか、は 
らず一——いや、それが靜寂を導いて來るやぅに0 

この淼のなかに、この 寂寥、 この 靜寂 のなかに私達二人だ 

け 居る -彼、 全ぐ の若い男の 彼 VJ 、 私、 まぁ 年寄な、いろ 

いろの幻影に心臟.の弱々しい呼吸が奪ひ去られ、いろ/\の 
努力骨折が體軀を衰へさせ、物質的にも、道徳的にも不健全 


6i 




な社會にその罪業、この老袞せる ia 果の遺産をのこされた私 
ビ！ 

Androgyne の姿の動物 的に 矛 Q な S 情を 持して彼は 私の前を 
行く。私は) SJ 圍の植物の光輝•か彼のう ちに 具體 化して閃め き、 
生きて るのを見るやうに思つた。 

私の前、そこを行くのは、それは人間なのだらうか。彼の 
性質の單純ご複雜どが^時に私の心を惹いたのは、それはあ 
の小供らしい友達なのだらうか。恐らく これ U 淼自身ではな 

いんだらうか、靈魂のある森、無性のそして-人の心を拐 

かすそれではないんだらう炉〇 

これらの裸體の人種にあつては雨性の差異 VJ いふこ VJ は、 
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丁度動物に 於ける やぅに、私達の風土に 於けるどは ち* > つて 
著しくないのだ〇帶 VJ 胴當 VJ で私達には女性から變態、人爲 
的性質 VJ いふものを作るやぅになつたのだ〇人爲的性質 VJ は 
自然をして、遺傳の法則に從つて私達を複雜ならしめ、薄弱 
ならしめ たものだ。それを私達は心を配つて その 情緖の弱々 
しさ ど不 充分なる筋肉の狀態に維持して居る の だ〇卽ち私達 
はその性質を疲勞- yj いふこ vj で守り、そしてその性質から發. 
達、匕いふ機會を奪つたのだ〇そこで私達文明國の女ビいふも 

のは、姿が好い V 」いふ奇態なる理想に依つて作られて-そ 

こに私達も往々にしてこだはる-彼等•女性は私達男性 VJ 共 

通するものを何も布たない〇それは恐らく眞面目な逍!1的、 
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社#的の不都合 VJ いふこ VJ なしには VJ > まらないのだ0 

タヒテ"に於ては淼や海の空氣が肺臓を丈夫にし、 W 幅や、 
腰を廣くする。男も女も太! I の允線、海岸の砂利礫から決し 
て容赦されない"彼等は同じ ft 事を一緖に同じ動勉を以 て、 
同じく得心して働く〇そこで女に男性的のミころ*>あり、 

に女性的の VJ ころがある。 

この雨性の近似 VJ いふこ VJ ♦か雨性間の關係を輕める〇そし 
て何時も裸體であるこミが、その風習!：自然のま、の無邪氣 
£全くの純潔どを與へる。何故 vj いふに人の心が危險なる神 
秘に心を勞する S いふこ VJ *> ないからである。それは幸 ffi な 
僥倖£いふこ VJ を意味あらしめ る ものだ◦そして 彼等には 文 
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男 


明人の 間にある 戀事 いふこミの內密な、清れた性質が な、 
のだ0男ビ女、戀する人ビしてょぅは伴侶であり、むしろ友 
達で ある男 VJ 女は喜悅 VJ 勞苦のぅ ちに殆たえず 一緖に 生活し、 
そして罪過^いふこ S に就いてはその 槪念さへも彼等は 知ら 
ないの だ 0 

香ど光ごに醉ふて、老ひた る 文明人の 心に今や 突然新奇ビ 
未奴どの魅力を以て僅かばかりの兩性上の 差異に も か、 はら 
ず、かの恐る V き 慾望が何故 おこつ たの だらぅ 0 

私の il 顬の VJ ころ*>動氣を打ち、膝*>わく^^-した0 
r し^か行きつまつたので、私の道連れは小河を橫切る爲 
め1:身を轉じた、その S き私の方を向いた0アンド TI ギーネ 
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は消えた〇私の前を步み行くのは、それは眞實の若者であつ 
た〇彼の平靜な眼は流れの潤のある明るさを有つて居た。 

直ぐ樣又和毕が私の心にやクて來た〇 

私達は暫らく休んだ〇私は感覺的ょうはむしろ精神的の限 
ZJ > 冷3二水に®つたマ」き(:3じた0 
- - JLCO se (これは冷たい)ぐ j ヨクファがいふた。 

-い、や、ミ私が答えた〇この^び"私•か全く頹廢した 

文明に對して今や心のうちにおこして居たその戰の最後に適 
したこの叫び•か森のなかに大きい木精を呼びおこした。そし 
て私は自分にかういふた、自然は自分の戰ったのを見た、自 
然は私の心の言葉をき、、それを理解した〇何故どいふに今 
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自然は私の勝鬨 に、 自然は この 試練の 後に私を彼女の小俄の 
7<1ノに £り入れるこミを欲する^いふ、はつきぅした聲を以て 
答へ てぐれた0 

私達は なほ 前進した〇そして私達は激情 的な熱心を 以て益 
深く草叢のなかに進み入つた〇 丁度 それに 依つ て 私が この 大 
きい、 母ら しい 自然の 心臓の なかに 突き 入り、そして私が自 
然の生ける要素 VJ 一 つになる こど *>出來た やぅに 0 

平靜な服差を して私の道連れは 何時も同じ步みを 私の前に 
運ぶ。彼は何等の疑念な く、 私は汚れたる知識の責苦を 一人 
擔ふ。 

私達は目指す塲所に着いた0 
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山の嶮しい岩壁が段々に平になつた。樹木の密生した幕の 
後に、隱れて VJ いふ方♦かょさそうに、高地がひろ*>つて居た0 
然しヨーグファは位置をょく知り、驚く程確に私を案內した0 
澤山のバラの木が そこに 彼等の頑丈な枝をのばして居た0 
私達は最も美事な のを 斧を以て倒した。そして私の注文に 
合う 枝を，/」 る爲めに木全體を犧牲にしなければならなかつた0 
木の倒れるのが私を偸快にさせた〇心 のうちに 眞當の滿足 
VJ 嬉しい昂奮 S を感じて、私は この #々 しきまで に亂暴な慾 
求をみたすべきかを知らなかつた〇私は手を血に汚した。私 
は樹木を征服はしない。私は彼を屠り si くさう S は思はない。 
然しそう はいふ もの、 私は 地面にこの 木が倒れる VJ 又他の木 
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に私の斧にする響をょこんできいたのだ0 

そして私の斧*>反響する擊音の節をつけて私に語つた VJ こ 
ろはかうで * つた0 

_をすつか办お前は倒さなければならない〇 
惡の森をすつかり無にしなければならない、 

その萠芽は毒のある呼息をお前にふきこむ0 
お前のうちにある利己の愛を打ちくだけ0 
•惡を打ちくだき、それをふみにじれ、 

秋の T 1 トスの花の やうに！ 

眞當にこの時から年老ひた文明人は消えた、死んで しまつ 
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た〇私は生き返つた-恐らく別の人間•か、無垢な、强い人間 

が私の心のぅちにたちあがつた0 

この恐ろしい發作は交明 VJ の、卽ち惡 VJ の最後の訣別であ 
つた。すべての湖落せる心の奥底に眠つて居る頹廢5れた本 
能のこの最後の證跡が、この對照に依つて、それを以て第一 
步をおこした、この生活の健全なる單純 VJ いふこ VJ を、言15 
に絕する喜悅の感情にまでたかめたのだ。 

慾深く私はこの美しい、汚れない空氣をすぅた〇この時私 
は別な人間•たつた 0 M (當の野人、純粹のマォリーであつた0 
ョテファ vj 私はマタィエアに歸つた〇氣を附けて、一緖に m 
いパラの木の荷、 noa , aoa !を擔いで！ 
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私達* > 大變疲かれて小舍に着いた^:きにはまだ太陽は沈ま 
なかつた0 

ョテファは私にいふた0 

- Paia? (滿足) 

-あ、ど私は答へた。 

そして 私の心の奥底で私は自分に繰返した。 

-あ！ 

私は何時だつ て 勝利ど復活の香 ga. noa !を吸 ふこ ミな しに 
この パラの木に彫刻をするこ VJ 、てはな.かつた。 
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ブ ー ナル IF 目 aru© 谷-タヒティを二〇の部分に分つ深い裂 

目-を通じて人々はタマノユ Tamanoii の 高地に達する〇 そ 

こからデイアデム Diadem オロフ丈ナ orof 6 na, アロライ Arorai _ 

島の中央を見るこ^*>出來る〇 

A 々は私にそこの不思議を話した〇それで 私は一人で行つ 
て"そこに二三 日 逗留し やう S 企てた 0 

- -然しあなたは夜は r うなさるのだ！ 

-夕岁パパユス Tupapaiis があなたを襲ふだら うが？ 

-人は山の御靈を邪魔してはならない0 
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•. お前は氣 A > 狂つたのだ！ 

註 Tupap— ミは死んだ人の靈魂、悪鬼、夜蹵のこ «0 

私は恐らくそぅなんだらぅ〇 一體タヒタィの友達の心をお 
でろかした不安*>却てなほも好奇心を煽りたてた > けだ〇 
ある 夜私は未だ明けないに岀發した0 

殆二時間私はブナールー河の岸の小徑を迪るこ S が出來た073 
然し私は そこで 幾度も河を こさなければならな かつた〇雨側 
に嶮しい岩壁が大きい石塊や柱に支へられて、流れの眞中ま 
で突き出て居る。 

到當河の中央を私の道をす、める S いふ外なくなつた。水 
は膝のビころまである、往々にして肩までもある。 


下から見る VJ 驚く程 高/、、 上方で大變近く接して居るや5 
に見える 雨壁の 間に 太陽は眞 晝中殆 V 」 見るこビは出來なかつ 
た。 午 頃に 私は 濃靑 色の空に光つて居る星を見つけた 0 

五時、暮れ か、つた 頃 私はいくらか 疲かれ て、 右の 方に、 羊 
齒 、野生のパ ナナ、ブク ラオの草叢のぁる 稍平な土地を見た、 
そのビき私は 夜は何處に 過ごさぅかどいふこ S を考へだした0 
私は 幸福にも僅かの 熟したバナナを見つけるこ £*> 出來た〇 
そして食事をのへる爲めに薪火をした0 

そこで私はパナナの木の一番下の枝の上に寢に橫 になつた0 
それはぅまい具合に行つた〇そしてパナナの木の葉を雨の用 
心の爲め に鷂みこんだ0 
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寒かつた、水の中を步るいたあ VJ なので惡冷がした0 

眠は惡かつた0 

然し朝はもう遠くはない、そして人問も獸も恐いこはな 
いビいふこ S を知つた〇此處 タヒー グィには猛 M も毒蛇も居ない 0 
唯一つの野生の獸は野原に自由に生きて居る猪である〇私は 
高々私の脚をおそはれるくらゐを恐*>ればい、んだ。その爲 
めに私は手に斧の柄を握つて居た。 

夜は くら かつた〇黑白を分つ こどは 出來なかつた 〇そどに 
私の頭に近く燐光を發する粉のやうなもの*>ある、それが私 
を不安にした。夕立パパユス、眠つて居る人を11はふ爲めに暗 
のうちに目醒めて居る* yj いふあの惡鬼のマオリー人の話を^ 
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へて笑った。彼等の頜分は山の心腹にあって"森が永遠の蔭 
にそれを蔽ふて居る、そして彼の頜土はすべて死んだ人の靈 
魂にょつてたえずひろめられる。 

惡鬼の住む土地に生く る人ょ、悲しきかな！ 

私はこんなに狂勇であつた〇 

私の夢想は勿論甚だしく調子 * > 高まって居た 0 
この 光つて居る粉 a 小さい特種の香菌類から おこ〇てくる 
のを、今私は知った。それは丁度朽ち腐った枝の縲つた塲所 
に、私が轉火村に用ひたあれの やぅに生えるのだ0 
次の日は私は早朝又道を す、めた 0 

小河 S なぅ、急流ビなり、瀑布 VJ なり、始終移り變っで姿 
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になる流* > 不思議に氣六ヶしく曲つて、時々は逆梳するやう 

に見える0私はたえす道を失つた。幾度も枝から枝へ手を以て 
r 

からだを前へやらなければならなかつた0その時地面にから 
だのふれる こビは 稀である〇水の底から法外に大きい蟹が高 
く私の方を見て居る。それ•かかういふやうに見える、「お前は 
こ、 で何をするんだ」—そして百年もすぎた m *> 私の 近くを 
にげる 〇 

角を曲る S 突然私は、岩の尖に若い、裸の小女のもたれて 
居る のを見た、 それはそこにビ) まつて居る ビ いふょうは、 
むしろ雨手を以て それを 可愛*>つて居るの ♦た 〇非常に高くか 
ら石の問にさら"^^ ビ音 をして低く流れて居る M から小女は 
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0 む0 

それをのんだ後、 M 手に水を汲んで、胸の 間にそれを流す0 

そして-私が唯の少しも音を3せないのに-それは本 H § 

的に危險を嗅ぎだす臆病な羚羊の やぅに 頭を たれて、 私が動 
力 t ' にたつて居る單叢の方を 見る 0私の 眼は 小女の VJ は# は 
ない、然し小女は TashaCD :! f お、、ひ V 」 いこ VJ ! ) ど 叫んで 夂二 
もぐる、その時にも私を見出し得ない0 

私は流をかきませた、誰も、何もない-川底の小さい礫 

の問に腹ばつて居る大&い II だけだ 0 

骨に骨を折つて私は到當アロラ ィ、恐 *>られて 居る 戴 山の 
頂き近く着ぃた。 
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それは夜であつた、月は2)•かつた。月•か山の荒凉どした山 
額をその微究のうちに柔くつ、んで居るのを見たビきに、私 
は名高ぃ話を想ひだした……. • 

Paraii Hina Tefatou (ヒナはテファトクに話した) VJ いふ一つの古 
い <物語を、それを小女達が夕にょろこんで語り、その舞 
臺 どして小女達は、 私が 居るその 塲 所を正しく指し示すだら 
50 

私はそれを見るやうに思つた . 

神人の立派な頭、自然が彼の力に就ぃて恐ろしぃ自覺を與 
へた VJ ころの®者の立派な酋、す V ての家の入口にあるやう 
な雄々しい巨人の顔色を〇それに神樣の髭に輕くふれ、かう 
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話して居る內氣な優しい女を . . 

人間が死んだ£きに、 も 一度彼を 蘇生せて下さい .. 

神樣の强い、然し凄く はない 唇 *>答へる爲めに開く . 

いや、 私は 彼を 蘇生せないだら う〇 人間は死ぬ だらう〇植 
物は、 それに 養 はれて居る人間が死ぬやうに死ぬだら 50 地 
球は 降るだらう、二度 VJ 上らない爲めに地球は降るだら う 0 
ヒナは答へた . 

お氣に 召しますやうに 。私は 然し 月を 又も登らせ ませ 
50 

ヒナに屬するものは、生きる こ £をつ^-ける〇テ ファ トク,* 
屬するものは降る〇そして人間は死な、ければならな 一0 








普 

ぼ 

暫くこつち^いふもの、私は消氣返へつて居た。そんな有 

P 

樣で自分の仕事は行きなやみの態だつた〇實際私に.は自分を 
助けてくれる樣々の大事な救治劑•かなかつたのだ〇藝術上の 
任務、それは#ては自分を有頂天にしたものでぁつたのに、 
今はそれに無氣力に立ち向つて居るのだ VJ いふこ VJ •か自分の 
機嫌を1|じたのでもぁるが、然し先づ第一には私には歡樂*> 
缺けて居たのだ0 
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數ヶ月こつち私はーグィティ^別れて居るのだ〇それでそれから 
こつち S いふもの、もう私は同じ事柄ゃ闾じ問題にあれが氣 
隨氣 儘に 小 供ら しく、 能く口を動かしてたお蝶舌をきかない 
の だ。 それ.に私は何時も同じ物語をして答へて居たのだ*>〇 
そしてこの靜寂は私の爲めにはならなかつた〇私は先へ行 
かう、 別にきまつた 目當 ざては定めなかつたのだが、島您り 
をしやう^決心をした0 

私 *>その 準 備——旅に入用なもの、僅かばかうの輕い包 I 
をなし、自分の勉强を整理して居る間ビいふ もの、 自分の£泝 
の 者で友達 だつたアナニ Anani は不安らしく自分を見守つて 
居た 0永い間のためらひ、爲始めてはまた中止した£いふ態 
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度、その態度のはつきり VJ して{もりのない處が自分を大變 
ょろこばせ、又同時に心を惹いたのだが、そんな態度の後で、 
彼は到當 決心を , L て、私*>旅立ちの準備をして居たのか 、 r 
ぅかどいふこ VJ を尋ねた0 

-い、や、唯ほんの四五日の旅がしたいんだ、£:私は答 

へた0 

私はまた來る。 

彼は私を 信じない、で泣きだした0 

彼の妻は妻で彼 V 」一緖になつて、彼等•か自分を愛して 居る 
ぐしいふこ£をのみこませやぅ VJ 、 彼等の問に生活すのには私 
は少しのお金もいらないの： Uvj いふこ S や、お前さんが又好 
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い VJ お思ひのなら、永遠に何時もめ そこに 休む こ ビが 出來る 
のだ— 彼女は彼等の 小舍の側近くの小さい木で 飾られた 墓 

塲を指した- VJ いふこ VJ をいふた0 

そして突然私に-そこに——^眠れビいふこ S を願つた 0 

それなら少なく VJ も私を永遠に誰も邪魔するものはないだら 

5 . 

- あなた 方歐羅 巴人は可笑しい。あなた方はいらつしゃ 

る、あなた 方は itb 處に居る £ お 約束を な？ る、 そして あなた 
方を皆が好きになる VJ 、 あなた方は また 行つ ておしまい にな 
る〇かぅアナニの妻は附け足した0 

あなた方はまた 歸つ て來るためにビおつしやる。然し あな 
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た方は もう 決して歸つて いらつしやらない〇 

-でも^に 角 こん 度は また 歸つて來る心算だいふこビ 

を誓ひませう。 

後になつては(私は能う噓を吐かうどはしなかつたのだ)、 

後になつては V 」うするかはまだ私は知らないのだ*> :::•• 

到當彼等は私を去らしてくれた。 85 


私は 海岸 4:.沿ふて行く路から遠ざかつて、深い草叢のなか 




を通する狹い徑を迎つた〇その徑は數時間の 後には小さい谷 
間の村に達した程遠く自分を山の中に導いた〇 そこの土、ユ 
古いマオジーの風 1? に從つて 生活して居る。 

彼等は靜に幸福でぁる。彼等は幻を描き、彼等は 愛し、 眠 
う歌5 彼等は祈る。そしてキリスト敎はまだ此處まで 
は這入りこんでなかつたや3に見える〇はつき b VJ 私は、事 
實にはビうの昔に消えてしまつた S はいひ、彼等の 神々 の像 
を目前に見る、こ S にヒナの像を、月の女神を 祀る祠 を見る0 
唯一つの木から出來てる神樣の像は W から W までが十^も b 
り、丈の高さが四十!^もぁる e その頭には帽子の形を した# 
い色の大きい石を戴いて居る〇その像の周うでマタムア^^ IT 丨 
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mua の古い儀式によつて踊がされる、そしてグィゲォ ー がその時 
々の色合によつて、よろこばしげに"晴れやかに、又は陰氣 
に、そして又悲しげにその音を奏する . 

私は自分の道をなほ進めた0 

タラグァオ Taravao —^島の反對の側の一番の端で、マタィエ 
アから一番遠く隔つた草叢——で憲兵•か私に馬を貸してくれ 87 
た〇それから私は今まで歐羅巴人から餘り尋；ねられなかつた 
海岸に沿ふて馬を走らした。 

名高いィクィア 1 tia の手前にある小さい村のファオネ Faone で 
土人*>私に呼びかけた。 

-し^^人 問を 作る人！(彼は 私が畫家 であるこ，/」を知 






つて居る 0) H i : r6 mai ta maha (いらしつて、私達ど一緖 こめしち 
かれ。これ*>客を蟹應すタヒティの卜わいなのだ〇ノ 

私は自分にいや VJ はぃはせなかつた、人を招く笑が 氣持好 
く、心からなのだもの0 

私は馬からおりた。その主人は馬の手綱の ^ころをどつて、 
それを物々しくなく、巧に木に S へた0 

それから私達は連れだつて小舍のなかに這入つ た〇そ ここ 
は男も女も話した^ N 、 煙草をのんだ うして wffir に坐つ て房る。 
その周うには小供等*>はねたう、騷いだ りして 居る0 

- 貴方は何處 へいらつしやるの？ど奇麗な四十 ばかりの 
マオターの 女が 私に尋ねた0 
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r ~~ ィティアへ行かう £ 思つて o 
- -何をな 3 うに？ 

ざういふ考だつたのか、恐らくは又自分にも今だに|13れ 
て居た、眞當の旅行の目的を何ど名づけやう か、私 J 知らな 
いのだ0 

- 其處で女を探 3 う£思つて、£私 次答へた 0 

- ファオネには澤山 そして奇麗な•の*>居る〇貴方は その 一 

人を ほしくない？ 

* -あ？ 

まあ 仕合せなこ£! あれ♦か 貴方のお氣に召す のなら、 
あれを貴方に あげませう 0£いふのは ね、私 © 娘な© 〇 
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o 


——若い？ 

- -え0 

. 奇麗？ 

——え0 

——丈夫？ 

. ——え。 

-ぁ、好いょ、つれておいで〇 

その女は直ぐに出て行つた。 

四半時間ばかりたつて、食事—— 


I 野生のま、のバナナ VJ ® 
I が運ばれたどきに、先きの女*>若い小女を連れて又這入 
て來た。小女は丰に■小さい花束を持つて居た。 


9〇 










透き通る やうな 薔薇色の モスリンの 着物を すかして その w 
や、 を腕の金色の皮膚が見える0 二つの 蕾が はりきつてその® 
に高ぐな つて居た〇驚 ぐべく 釣合の どれた、すらつどした、 t 
きい、丈夫な h 供で ぁつた 〇然 しその 奇麗な 顔には、 島の 外 
の塲處では何處 でぃ も會 うやうな、 例の 型どぃ ふ ものが私 こ 
は見出せな かつた 〇髮も亦普通見慣れないいい r {して、 
輕く波を うつて 居る。日光の 中にすべて これ等がクロームへ J 
の 眞當のオルギ ーを呈 する 0 

この4女はトンガスの生れだ どいふこ S でぁる〇 
私は挨拶をした〇小女は笑つ て 私の 側に坐つた0 
■I 私が恐くない？ S 尋ねた0 
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- Aita (い、え) 

r -何時までも私の處に居られる？ 

- Eha ( え } 

- -病氣ぢやない？ 

- Aita 

それだけである〇 

小女*>平氣で私の前の地面にバナナの葉に食物を のせて 弘 
のために配つ てくれてる間 ど いふもの、 私の 心臓は 波うつた0 
私は大變うまく喰べ た。然し 私は氣が 遠くな り、 ひざく昂奮 
した 〇 この 十三ばかり(歐羅 巴に すれば 十八から二十まで) 

の小供が私の心を惹き、動かし、恐*>らした0この V ひのうち 
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に何が去來 するの•たらう 〇そ して 私、 この 小女に較 v てはこ 
んなに年を老つた私はこんなに急に決せられた申込に 返事を 
するのを暫く躊躇した〇然しその塲合すべての都合は私の側 
に好かつたのだが。 

恐らく I — かう私は考へた - 小女は母の命令に從がつた 

のたらう〇恐らぐ自分でやりだした行爲である£ すれば：•： 

私が若い小女の顔附のうちに、その態度仕草のう ちに、こ 
の人種の特有な眞當の獨立ど自負の表示を認めたマ」きに私は 
安心した。私がなほす、んで穿鑿してのち明に この小女に晴 
晴した表儒をたしかめたどき、私の 信任は完全で、動かない 
もの£なつた。表儒 VJ いふものは若い^にあつては何時も貴 
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い、可愛らしい所作をひきおこすもの♦た-唯この小女の奇 

麗な、優しい、あだつぽい口も VJ の人を蔑すんだやぅな素振 
りだけは私にはこんな證據になつた〇それはこの事件の危な 

氣 VJ いふこ S は唯私にだけあるんで、小女にはない . 

私がこの小舍の閾を跨いだ VJ きに妙に自分の胸を抑へつけ 
る氣懸りに全く不安に堪えないやぅであつた VJ いふこどを K 
は拒まない0 

出發の時間*>來た〇私は馬にのつた0 

パ女は母 VJ 一人の男 VJ 二人の若い女 いふ、/」ころにょる 

ど叔母-どに連れられて、私につぃいた0 

私達はタラグァオに向.つて歸つた〇其處はファオネ炉ら二里餘 
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りはなれて居る 0 

- hjarahl t 6 i 6 へこ、で ビま 〇て) 

私は馬からお b た〇私達六人は大きい、奇麗に行屆 いた、 
なか < 有福な、美事な莖•かひかれた小舍に入つ た 0 

まだ 若い、大變愛らしい夫婦が そこに 住んで居120 私の您 
嫁はその側に坐はつて、 私を 紹介した0 
これは 私の母です、 かぅいふた0 
それから物はいはす杯*>奇麗な水でみたされた〇それを私 
達は順々に古い信心深い風習のま、にお祝儀にのんだ〇 

その次には私の花嫁からその母どして 引合？ れた 、情に ^ 
した眼差し 2 、涙にしめつた睫毛 VJ を有つた女*>私に いふた0 




-貴方は好い方？ 

私は自分の良心を吟味して當_せす には 答 へられなかつた〇 

-そうありたいものです〇 

-私の娘を 仕 合せに し 下 3 るでせうね〇 

——え〇 

-八日目にあの子は 歸らな ければ なりません 〇若 しあの 

子*>仕合せでないのなら、あの子は貴方を すて るでせう〇 
私は身振りで承諾を與へた〇皆が 默つて居る〇誰も能う こ 
れを破るものはなかつた0 

到當私達は外に出た。私は又馬に乘つた 〇同じやうにすう 
どお供につれられて更に出發した0 
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途中で私達は私の家族を知つて居る澤山の人に會つた〇彼 

缂 はどうにこどの 次^ を 知つて、小 女に 挨拶す る やうに いふ 
た0 

今日はもう摁當にフランスの方のフヒナになつたのい〇 
おめでたう〇 

一つのこ VJ が私を不安にした〇 r うしてテフラ Tehsa の 
妻はかう呼ぶのだ)は二人の母のものなのだらう0 
私はあれを自分にぐれた第一の母に尋ねた0 

-何故あなたは噓をいふたのか0 

タフラの母は答へた0 

私は赠は rf 3 しません、あれもこの子の母です 。あれ i 
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この子の乳母なのです0 

3 r 

f 

タラグァ方で私は憲矣に馬を返へした〇そこに痛ましいこミ S 
*> やつて來た〇憲兵のかみさんのフランスの女が、輕蔑はし 
ないが無切棒に私にかういふた0 

- V 」うした つてい ふのでせう！貴方はまぁ こんな人なん 

かつれてゐらつして？ 

そして惡意を有つた•彼女の眼が若い小女を穴のぁくやうに 



見つめた〇小女はこの侮辱的な穿盤に全く 平氣で向つ て居た0 

私はこの刹那二人の女の與へてくれた象徵的の 芝居を觀察 
した0こ、、小女に處女の盛時 VJ 信仰自然どがあ卜、かし 
こ、フランスの女に乾燥 V 」束縛 VJ 作り物ぐ しがある 〇二つの敵 
對せる種族は栢向つてたつた〇 そして 私は自分の種族のこど 
を恥ぢた〇私はあのフランスの女を こんなにも小さく、無 印 
VJ 見るの，か苦しかつた〇それで私は、自分が旣に 愛して 
1^た他の稱族の光輝、この生き-•した金色に ょろこび、 熟 
しやぅど急に振り向ひた0 

タラグァォで家族は機々 VJ り合せた酒や果物、 武器や織物、 

男や女や家畜、すべてのものが便せられる支那人の處で私 M 
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v ' c 別れた。 

私の妻ビ私ビは、マタイユアの私の小舍まではその先き六 
里除りある、そこを馬草を利用した0 


私の妻は大變ぉ課舌でもなく、晴ゃかなこ VJ も、陰 tl な VJ 
ころも問じ位であつた。然しその中で人を蔑すむ s ころが勝 
つて居る。 

私達はお互に探ぐりを入れるこビをやめなかつた。然し彼 


ICO 


女は测ゥ知るべからすであつた〇やがて私は y £ ぐにこの戰に 
於け，る被征服者であつた Q 

銳い觀察若 V 」ならんが爲めに、自分を看守し•支配しや，フ 
どいふ善き計畫も私には餘り役(:た、なかつ feoit ぐ樣私® 

力は行きつまつた-そして私はクフラに£つては暫時にし 

て謎のない明ら樣な書物 S なつた。 

そうかうして私は幾部分自分の勘定 VJ 自分自身の人柄に深 
い缺陷を認めて來た。それは才！ ストラ リア人の心 V 」 ラ クン 
人種、 こ’/ C にフランス 人の心 VC の隔 b . である 0 マオリ t 人の 
心は直下に自分を明ら樣に する やうな こビ はない。その心を 
捉へるには大きい忍耐 VJ 研究 V 」を要する〇そして底の底か'ら 
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解かつた VJ 思ふ VJ きですら、彼等の心は理解の中から全然 前 
には 見えな かつた裂目を 引き出す、發端に於ては何 VJ いつた 
つてマオタ1人の心 である、 いやむしろ謎の限 b ない連 
續である。その心を 理解した VJ 思ふ瞬間に、その心は快活 t 
いふ外套のなかに隔たり、達するこ VJ *> 出來ず、 近寄る こ 
が出來ないのだ〇それからこん度はその心は恐らく人が€か 
ばかりの確實 VJ いふこ V 」を認めるやぅになる VJ 直ぐに、 又も 
滑り去るために自分から近寄つて來 る。 そしてこんな 仕 T ち 
にょつて困らされ、その奥の^-眞底を求めてる間 VJ . いふも 
のは、 その心は打ちこはすこ VJ の出來ない嬉しそぅな確言 VJ 
心配のない心易す VJ を有つて 居る。 それは恐らく 見掛ょ 


102 


純正なものではないのだ•か0 丨 

私の方では、私の生活を味はうのを妨げた無益な穿鑿を Is 
ぐにやめた。私は全く信賴して時£ いふ ものに 表白どいふこ 
どを待つて居た〇初めにはそれは私には悲しかつたのだ。 

その週間はこんなこ e ですぎた 〇 そして 私は甞て以前に 成 
〇たこ S の ない「小 供ら しい」 感情を抱いた。 

私 (i ーグフラを 戀してたのだ。 そのこどを 彼女に いふた 〇然 
しそれは彼女を笑はせた。彼女は私の戀を知つたのだ、ぁ、 
そうだ！ 

彼女も私を愛するやうに見えた。然し彼女は そのこ VJ につ 
いては何 vj もいはなかつた — 然し時折 0 夜にクフラの^ ji 
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の金色♦か梵つた . 

八 B 目に . 私には今初めて私達の家に|緖 に 連れだつ て 

來たやぅに思はれた タフラはファオネの母を訪ねたい£懇 
願- L た。それは約束した こ S なのだ〇 

私は不安になつて來た〇私は彼女の ハンケ チに いぐらかの 
お金をつ、んでやつた。それで彼女は旅の 費用 ざ 父への 糖 酒 
の代を拂ふこ VJ *> 出來るのだ〇そして彼女を馬車で 送つ た。 
私は永久に別れる感じ*>した0 
その後の每日は不安でぁつた0 

寂寥は私を小舍から追ひだし、追憶は私を再び そこに ^ び 
戾した〇ごんな勉强も私の考へを すつ か b 縛つ てしまぅ こビ 


1〇4 



は出來な炉つた . 

次の週間*>すぎた〇そして r フラは歸つて來た〇 

それから 全く 幸福な生活が 始まつ た。幸福 S 仕事 VJ •か 太陽 
ミ 同時に 始まり、 太陽の 如，、 輝いた 。タフラ の M の金色は 私 
達の小舍の內部、周圍の自然を喜悅ビ快活の光を以て照らし 
た。彼女は最早 私に 探りを入れは しない 。私も 彼女にしない- 
彼女は最早 私に 自分の戀を鼷せなくなつた〇そして 私は S I 十 
自分の戀を彼女に語らな{なつた 〇私達 二人は 全く 純朴な生 
活 をした0 

朝には近くの小河に體を淨めに行く £いふやぅなこ VJ を Vj 
んなに嬉しくやつたらぅ1—丁度それが天固で最初の男 >」 ii 
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一 初の女 (£*> した こ £ のやうに全{私には考へられた 0 
タヒ ーグィの天國、 nav 6 nav 6 f 6 nua -貴き國！ 

そしてこの 天國の H グァは 益愛らしぐ、 益懷 かしくな つてい 
つた。私は彼女の香 noa , noa ! からすつかり浸されて しまつた 0 
彼女は一番好い時に私の生活に現 はれて 來 たのだ〇早かつた 
ら私は恐らく理解しなかつたらうし、後だつたら餘りおそす 
ぎたらう〇 今は私 * >彼女を愛するやうに、 彼女を 埋解 して g 
る。そして私は彼女を通じて、今まで自分には近寄れな かつ 
た 神秘の なかへ入りこんで行つた0 

自分の精神だけはまだ この 發見ビいふ こビを沿 t してなか 
つた。私は自分の記憶のなか1:まだ彼女を刻み こんではなか 
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つた 0 テフラの私に物語つたものは皆、私は唯威情だけで理 
解してれ0 

私は自分の感じや印象のうちに彼女の言葉を他^また發見 
するだらう〇ある外の方法でされるょりも、もつど確實 (: 彼 
女の生活上の日々の仲立ちに依つて私がその種族を全く理解 
するやうに彼女は私を導いた0 

そして私は最早日も時も、善も惡も、そんな意識は有たな 
い。その幸福は時 VJ して、幸福ビいふ槪念なんかは全くなく 
なつてしまうほ V 」奇しきものであつた。すべては美である*> 
故1:、すべては善である£、 私は唯かういふこビを知るばか 
りである〇 
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そしてタフラは决して私の邪魔を しない、 私 •か 働くどきに 
も、又夢を描く £きに も、 本能的に彼女は そのビきはだ まる 〇 
彼女は私をこまらせるこ VJ なしに 話の出來る どきを 揺 f so 
て居る。 

私 M はタヒーグィのこ £ 、歐羅巴のこ V ,、 又は神^ 、 # 々 «© 
こビを語り合つた。私は彼女を敎 育し、 彼女は私を敎 へた0 


私は|口*>、ぅでパぺエタに行かな_ければならなかつた0 


ioS 


その夕方には私は歸る、ビしつか b 約束をした。然し私の 
梁つ f : 馬車は道の途中で駄目になつた。私はその先を徒步で 
行かなければならなかつた。それで家に着く前に、朝の一時 
になつた。 

私•か戶を開けた£きに、家のなかの眞暗なのに胸を痛めて、 
見た。このこ VJ はそのこビだけでは大した氣を引くほ V 」のこ 
S ではなかつたのだ。何故 vj いふに私達は少しの間ほんの僅 
かの燈火しか有たなかつたのだ。そしてその貯蓄を新らしく 
する VJ いふのが、自分が留守にした一つの理由でもあつたの 
だから。然し私は恐怖 VJ 嫉妬 VJ の突差の感情にふるへた。そ. 
の感淸を私は、鳥は確に VJ んで行つた、£いふしらせだ VJ 思 
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つた . 

急いで私はマツチをつけて見た-~テフラは寢床の上(:動 

かすに、裸で、偏た ぐの びて居た。その眼は恐怖で學12外れ 
て大きく開いてた〇彼女は私を見守0た〇そして私を見分け 
られないやうだつた。私自身は數秒間不思議な不安の なかに 
立つた0ーブフラの驚愕が貫ぬくやうに動いた。私には、その 
じつ S した、見つめた眼が燐光のながれるやうであつた0唯 
の一度も嘗て私はこんな美しい、こんなに心を動かされた美 
しさを見た こ S がなかつた0そしてその S きこの 彼女に どつ 
ては確に疑•かはしい幻影に動かされ てる 薄喈が りの なかで、 
私は動くのを心配した。動くこ VJ が彼女を こわがらせ、 小袈 
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の释作を高めかねなかつたからだ 0 一體私は、この瞬 rla の私は 
彼女にごつて何であつたかどい ふこ S を知つたんだらうか、 
彼女は私のお V 」ろいた顏を惡鬼か、又は幽靈か、彼女の傳說に 
ょれば眠られない夜に現はれるビいふタゥパパユスの一つ 
思つたの•たらうか。彼女自身*>本來何だらうかを私は知つた 
のだらうか。彼女の迷信の肉體的並に道徳的の力で彼女•か£ 
らへられた驚愕の强3は、彼女を私が今迄知つてたものどは 
全くち*>つた、私に、； J つて別な < 物精にしたのだ！ 

到當彼女は自分に返へつて、私 i : 呼びかけた〇そこで私は 
彼女を叱り、なだめ、鎭めるやうに自分の®氣を鼓舞した0 
彼女は不機嫌に私のいふこビをきいてた*>、獻欷からふる 


へる^をしていふた 

もう私を燈光のない£ころに一人でおい VJ かないやう 

,》••••• 

然し嫉妬がおこつて來たどきには、不安は容易 {: 鎭 まらな 
かつた0 

-貴方は町で何をしていらつしたの〇貴方は女を、市堪 

で蹄ったり、のんだりする、そんな女を、狡人や水夫や誰に 
でも身を任せるやうな女を訪ねたんだ.：： 

私は喧嘩にはさせなかつた。その夜は3はやかな-？は 

やかで"熱い、熟帶の夜だった。 

タフラは忽ちひ r く愛ら L くなり、又理性的になつた、又 





忽ち常親を逸し、ひ Vj く 激越して來る〇二つの相對 向した性 
質^他の多くの無限に こビ なつたものを數のなかへ 入れす 

に-が一つになる〇それがお互の虛僞を責め、非常な速度 

で踵を接してお互に續いてゆいた〇彼女は變る S いふ こビは 
なかつたのだ〇そぅでなくつて二重、三重、百重なのだつた a 
老ひたる種族の小供でぁつた0 

ぁる日行商、永遠の猶太人がやつて來た——彼は島を大陸 

のやぅに不安に5す-鍍金をした銅の化粧品の入つた箱を 

有つて來た。 

彼はその品物を列べてた、皆は彼の周りを V 」ぅ棬いた。 

一組の耳輪*>手から手に渡つた。女達の眼はかぃやき、誰 






も誰もそれをほしがつた0 

テフラは！眉をぅごかし、私の方を見た。彼女の fl は大變は 
つきり話をして居る〇私は知らないやぅにして居た0 
彼女は私を隅の方へ引張はる0 
——私あれ•かほしい。 

-こんなものはフランスでは何の値打もないもの•たビい 

ふこ气それは銅だ£いふこ£を私は彼女に說明した。 

I —私あれがほしい0 

-だめ〇こんな馬鹿なものに二十フランク拂ふん•たつて〇 

馬鹿なこどだ〇いけない。 

-私あれ*>ほしい。 
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そして激越して來て舌を動かし、服に淚を一杯に して 私に 
迫つた。 

!ざうして！貴方はかう いふ 飾を他人の耳に f のを 
恥 VJ しないんだら う？あそこ(: 居る人はもうその7ヒナに耳 
輸を贈るために馬を賣 らう S いふて § る！ 

私はこんな馬鹿なこ VJ をゆるして はならない 。それで二 度 
彼女をたしなめてやつた0 

タフラは.一言もいはずに、じつ^私を見つめて、泣いた0 
私は行つて、又戾つて來、到當猶太人に二十 フランク やつ 
た I —_ そしたら太陽は又か V やい こ。 

二日あどが日 (1 H だ〇た〇タフ ラは大變なお 化粧をし ‘ i 


IIS 



M は石鹸で洗つて、それから H の 76 (: かはかし、それか’. らお 
しまいに匂のする油をすきこんだ。一番奇麗な着物をきて、 
私のハンケチを手に^ち、耳の後には花をつけ、それから一 一 
跣足でお寺■に行く。 

-それから例の耳輪は？ S 私は尋ねた。 

テフラは蔑すむやぅに口を歪めた。 

-眞當に銅なの！ 

そして大聲に笑つて小舍の謂をまたいで、俄に眞面目にな 

つて出て行く0 

何時もの外の日ビ同じやぅに相並んで寢たり、夢を見たり 
して、午の休をすごした〇 恐らくーグフラはその 夢に外の耳輪 
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のかぃやくのを見たらう0 

私は知つてるすベてを忘れ、何時も能くねむれる . 

升 

一日上天氣に-タヒタィでは例外.のない^——私達は朝出發 

して友達を訪ねやうど決心をした。その友達の家どいふのは 
私達の處からは二里半ばかう隔たつて居た。 

私達は六時に岀發したので、凉しいうちに道を急いだ、 
してもう八時には着いた0 


そ 
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私達は待ち設けら’れてなかつた〇その喜びは大變だつた0 
そして挨拶がすむビ彼等は私達の御馳走の支度に豚を探し}: 
出かけて行つた。豚は屠られた、また豚の外に二羽の鷄 M 足 
された◦朝摑へられた美事な黑蝸牛ビバナナ♦か幾らか■ビそれ 
に外の果物どで立派な御馳走が出來た。私は畫飯までの時間 
でマラの洞穴^3穿11¥0111\1|を探見しやぅビいふ相談を^ち 
炉けた。その洞穴 S いふのはまだ一度も探見する機會がなく、 
私は度々遠くから眺めてたのだ0 

三人の若い娘、男の兒、それにクフラ，^私どの元氣な僅か 
の連中は直きに目差す處に着いた。 

道端からは、この大槪は，すつか b Guava の木で ic はれた洞 
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穴は單純に岩の出鼻が、 それ VJ もいくら か深い裂 目 位に しか 
思はれない。然し枝を曲げ戾して、下の方へもう三尺も這 入 
らうものなら、太陽はもう見えな f な： り、ある I 種の穴の な 
かに居る。その底は見たころ三百尺も隔つてる濃紅色の天 
井のある舞臺を想はせるやうなものだ。壁の あちこちには大 
きい蛇が內部の池の上水を#むのに ぬる^^ - VJ ぬ 

た{りつい 

てるやうに思はれる〇然しそれは岩の裂目を通つて道を開い 
てる襞なのだ。 

-水を浴びやうょ、ね？ 〇 

水があんま^ N 冷めたすぎる ビ いふのが返事だつた〇 そして 
お構なく永い話*>笑聲で途切られてはまた續いた〇それが私 
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に好奇^を持たせる やうにする 3 

私は敗けはしない、そして到當娘達は 輕い 着物を 脫 *> う£ 
決心した0パレオを卷 きつけて、 私達は 直きにもう水の 尹 こ 
居た0 

I 

Toe , ts :! (お、 冷めたい)ど皆が一緖に叫んだ0 

水*>ばしあ^- 音をたてる、そして皆の叫聲が數千の木 
精に射返される。それが ts:, too: を繰返へす 0 

私^:一緒に來ないか、ご私はテフラにいふて底の方を 
指した0 

まあ、あなたは V 」うかなすつたん t ; やない？ まあ、あ 
んな底0方、遠いわ f •それ^もあなたは||?そんな處へ隹*> 
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行けるものですか o 

そして彼女は巧く泳げるの*>得意な人のやうに活潑に易々 
V 」岸に s びぁ*>つた〇然し私/ r つても泳ぎは巧者だ、一人で 
そんなに遠くへ行くのは氣持好{はなかつたけれ r も、私は 
奥の方へ進んで行つた。 

何 VJ いふ不思議な空中反映の現象に依つてなのだらう、私 
は底へ達しやう VJ 骨を折れば折る程段々奥底は遠くなつて行 
く。私は段々先へ—-迫つて行つた。そして四方八方からは 
大きい蛇*>私を輕蔑して見て居る0 一瞬間私は大きい龜が泳 
いでるのを見るやうに思つた。その頭は水から突き出して居 
る〇そして猜疑深く私の方を兑て居る二つの凝どしだ饰い釔 
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眼を 見分けた 0 -馬鹿な！ S 私は 考へた〇海龜 W 淡水のなか 

に居るものか〇それはそぅ S しても(私 も 眞當に マオリ ー、 
になつ たの だらぅか) 私には疑减だつた。 からだの 震 ひ*>仲 
仲やまない。 一 gt 私の前の幅の廣ぃ靜かな波は何の 波なんだ 0 
鰻だつて。 

あ、 この 恐怖から 來る自由の VJ れないものにする或じ 
を斷つてし まはなけれ fi : ならな广〇 

私は底に達するために眞直にからだを下した〇然し 達する 
こどが出來ずにまた浮かばなければならな かつた 〇岸 からテ 
フラ•か私を呼んでる0 

——歸つていらつしやい！ 0 
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私 かからたを轉す る VJ 、 彼女 ♦か大變遠 く、實に小さく見え 
る0 

何故間隔が此處でも無際限に行ぐの だら う。 タフラは明い 
輪の中の黑い點 にしかすぎなかつた。 

私は頑張つ た、 そしてな ほ半時 間泳いだ 〇 底は何時も同じ 
距離に あるやうに見える0 

小さい丘0上の靜止點 ビ、それからまた口を開いて る 穴こ 

-それは 何處へ 行く 0 だらう〇秘密、それを私は穿繫 する 

こビをやめる Q 

私は到當眞當に恐怖を感じたどいふこ V 」を私は白狀する0 
私は目的を達する}:一時間たつぶりか \ o た0 
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テフラだけ私を待つてた 〇 仲間は 平氣の平 左で行つてしま 
つた0 

テフラは祈をぁげ、私達は洞穴を去つた0 

私はなほ 暫く震へ てた-冷たさで〇然し野原のなかでは 

私はもぅ直ぐに、こどにテフラ*>少しも蔑すむ S ころの見え 
ない微笑をた V へて問ひかけた VJ きにはもぅすつか b 元氣に 
なつた0 

[ ——恐くはなかつて？〇 
私は怒つて答へた。 

-私達フランス人は恐いなん£いふこビを知らない0 

タフラは同情も表せす、驚きもしない〇然し私は彼女が1水 
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ぐるやうに眦炉ら流し眼に見てるのに、彼女の頭髮のために 
色のある Tp/re を摘まう s して私*>二三步先きに出たどき、氣 
がついた〇 

道は美しかつた、海は立派だつた。私の前にはモレァの堂 
堂どした、雄大な山が聳えたつて居る。 

まあ r んなに幸福なんだらう。そして V 」んなに甘し♦かつて 
二時間の水泳の後で家に待つてた上手に料理された豚を喰べ 
ただらう〇 


T?S 


►タイユア Mataf に大變な婚禮-宣敎師等が改宗した夕 

ヒーグィの人£記したやうに合法的、宗敎的に正當な婚禮^_が 

あつた0 

私はそれに招ねかれた、-グフラは私を連れて行つ jSJO 

宴會が タヒーグィでは__^ 處で もそう だ £ 思 ふ*>_重なる 

お祝になるのだ。 タヒティでは 少なぐども かういふお fi こは 大 
變贅澤な料理 * >出る〇熟ぃ石の 上で炙られた豚 S か、 魚 、バ 
ナナ、ダアグァ、夕口 Taro 等の信じ 得られないやうな混せ物 S か、 
£いふやうに〇 

威儀堂々ど したお客 * >坐はる食卓は一時間に 合せの J 1, 根の 
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下に ある。 その 屋极 は景氣好く花や葉を以て飾られてあ〇た o 
新婚夫婦の親類ど友達 V 」は席に着いた。 

若い 娘 - 土地の女敎師 で、半白色種の女-は系統の正 

しいマオ® N1 人、ブナァクィァ Punaauia の頭賴の息子を夫にし 
た C 彼女はパべヱ テの 「宗敎學校」，， foie Schule :で敎育され 
た。彼女に興味を感じてた新敎の僧正は多くの人には早すぎ 

る VJ 思はれたこの 婚姻を 自から媒介をした 0 -宣敎師 の 欲す 

る處は神様の意志である、 ビいふこ£ ,た . 

一時間たつぶり食つた、そして-多くは飮んだのだ。澤 

山の演說 •か飴まつた〇それ♦か 順序に從ひ、方式を以てされた。 
正しく滑稽な雄辯競荦會である0 
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さて重大な 問題が やつて 來る〇この 二つの 家族の何方が 新 
婚の夫婦に 新しい名を 與へ るのか 〇 この 非常に古い 時代から 
傳は つて 來た國民的 習慣 S いふものは重ん せられ、 非常に 岛 
仰せられ、多くのものを 屈服 さした大特權 を 意味して るので 
ある。 この點に關 する爭 ♦か 血醒 い戰箏 に變 じたこ S も 稀では 
なかつた0 

今度は そんなこ S にはなぅやしない〇萬事が偸快に、平 ffi 
に 運ぶ。無論食卓の連中は非常に 醉つた〇私の可愛相なッヒ 
ナさへ、彼女は私の 監督の許に居るこどは出來なかつたのご 
•か、 あたぅの例につれて恐ろしぐ醉つてしまつた。そして S 
れて歸るには ずい分骨が 折れた0 
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.食卓の中央に賞賛に價 する だけの威嚴を 持してブナ ァク f 
ァの頭頜の妻*>坐つ た〇そのオレン デ色の天驚絨の. 心一ぐ 
しい 奇怪な着物は丁度歲の 市の女ごいつた外見を與へた〇钱 
しこの 人種の 打ち破し*>たい 愛嬌、 た VJ へば 階級の 自覺どい 
ふやぅなこ « が 彼女のぴか{な着物に筆舌に 餘ろ偉大 3 を 
附 .けた。 この 實に純粹な型の威儀 堂々ビした女性が座に£ る 
S いふこビ*>、このお視に他のすべてにたち優つて强い刺戟 
を與 へた。そしてその効杲ビいふものは決して服に見えなく 
はなかつた〇 

妻並んで百歲の媼が坐つた。その•老齡にもか、 はらす ^ 
全に 保存されてる 二列の 食人齒には驚かされる〇彼女は自分 
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の周りの出來事には殆 V 」頓着せ す、 全く 木乃伊のやう 1:動か 
すに凝 S して居た。然しその類の上の文字、ラ テ/文字を 想は 
するやうな形の不定な黑い記號は私の眼には彼女のために話 
をし、そして彼女の歷史を物語る〇その文身は野蠻人のビは 
_ &な物 •か 何もない〇それは戤に歐羅 aA の手 1 .:依るも© lr ❸ 
私は自問した0 

. #て私はかういふこ S をきいた こ VJ が ある 〇宣敎眼# ^>性 
慾に驅られた S きには、彼等は f % Q る女 J を 醜行の 極印を押 

して「地獄の印太卑 J であるビ栺示した^-女はそれを愧ぢた、 

然し犯 か？ れた ミころ の罪の 故にではなく、かういふ「記號 J 
の馬鹿らし？ S 面目な さ S からだ 0 
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その時私は歐羅巴人に對する * V - 才？ 丨 人の不信任、ォース 
トラジア人の心の寬大な、 そして 愛相の好い性質のなかに和 
げられては見えるのだ♦か、今 H でもな ほ存 してるビころの不 
信任のわけを好く理解した0 

谈何年間か > 僧侶から指示された姐ど、僧侶から結婚 させら 
れた娘 VJ の間にはある〇記號は消えす に殘り、そしてこの人 
種0自から投じた VJ ころの衰 C や又この人種♦か彼女に 强制し 
たその 墮落ビ いふ こビを證明して居る 0 

五ヶ 月 後に若い女は發育 充分の小供を産んだ 0 

鼈いて雨親は•離婚を請求した〇若い男は反對 した 0 

~~~私達はお互に愛して るのに 何を なさる、 s 彼ょいふた0 
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他人の子供を引取るこ VJ はこ、では習慣ぢや ないでせぅ” 0 
私は小供を引取ります0 

.何故僧正は結婚を急がす のにぁんなに骨折つ たのだら ぅい0 
いろ{なこ S がいはれた〇毒舌は主張した、 こんなこ£を 


タヒーグィに すらも 毒舌は ある0 
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夕に寢床の上で私達はお互に眞 isfal : 永いお il 舌をする0 
その胸のうちには祖先の精神がいまだなほ眠つて夢を見て 
居るーブフラを理解するこどの出來る今、私はこの小供の心を 
通して自分を見、自分を考へ、そして この 心のう ちに 實 ti ミ 
うに死んでしまつたのではあ^が、なほ漢 S した記憶のうち 
に存して居る遠い過去の痕跡を發見しやう S 努める0 
私は問をだす、そしてそれは皆答へられた。 
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歐羅巴人の征服から困亂され、その文明から强く影響され 
た男達は恐らく古い神樣を忘れてしまつたのだ〇神樣は女達 
の記憶のうちに隱家を有つてた〇私の影響で古い國民的の神 
樣がタフラの記憶のうちに目を覺まして、新敎の宣敎師等* >' 
そのなかに封じこんでしまつた VJ 信じてた人工的の被覆を除 
き去るならば、それは私には面白い芝居だ〇元來 カクへート 
の 仕事 ビいふものは實に皮相的なものだ3彼等のは たらきの 
結果はハこ£に女性に於て、唯彼等の希待に も 報 ゆるビころ 
はな かつた。 彼等の敎は、僅か觸れた >け で直ぐ i 碎 けて & 
えてしまう脆い假漆のやうなものだ0 

ヲフラは規律正しく神樣のお動をなし、國敎の條 文を遵奉 
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する J 然し彼女はマオ？1のオリンビアの神様の名を皆喈誦 
して居る〇このこ vj は決して小さいこ S ではない。彼女は神 
樣の物語を知つて\神樣が V 」うして世界をお作〇になり、 
r んなにそれを支配し、 V 」んなに尊敬されたいのか、ビいふ 
やうなこどを敎へた0キリスト敎道徳の嚴格なる敎は彼女に 
は餘所のものである、またそれ故に苦しめもしない〇たミへ 

ばある Tan6 の 妾-そう呼ばれるやうに-であるいふこ 

VJ を何も懺悔しやうどは思はない0 

彼女がキリストビタアロア Taaroa w を自分の信仰のなかで 
r んなに列べておくのかは、 好く は私は知らない。彼女はす 
ベて雨笤を崇め てるこ ごを私は信ずる0 
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段々 ど 彼女は私にタヒティの宗敎に關する 講習を 全部してし 
まつた〇それに對して私は歐羅巴人の智識の 土臺に立つて二 
三の自然現象を 說明 しやぅ S 試みた0 

彼女は大變星に興味を有つてた〇彼女は私に曉 の 明星、 宵 
の明星、それから外の星の フランスの 呼び 方を尋ぬる〇地球 

か太陽の周りを廻轉 する . それを納得する こ V 」 は ^女 こは 

困難だ0 

彼女は私に土語で星を名指す、そして彼女が 話してる間は、 
私にはそれ自身が神樣でぁる星の光彩の中にマォジーの空氣、 
火炎、 島嶼、海洋の支配者の聖像が目前にはつきり 見える 0 
タヒーグィの土人は自分達の物語のぅちに頭を向けて る間は坷 
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時も可成 b 突きこんだ天文學の智識を有ってた0 

アレオィス Axe2:s -この島を支配して居る宗敎的で同時 

に政治的の秘密結社の仲間-の定期のお祭は星の位置に依 

つてきめられる◦月光の性質でさへもマオリー人には決して 
解らないこ£ではなかつたやぅに思はれる〇彼等は、月は地 
球に大變に似た球で、地球のやぅに生産物に富んで居る 、 S 
考へた。 

/月ビ地球の距離は彼等は彼等一流に测つて居る0——白い鳩 
ラが才 Ora の木の種子を月から地球に有つて來た〇鴆は衛星 
に達するに二月か、つた〇そして鳩がまた二月後に地球に降 
办杧ビきには、鳴は翼*>なかつた0-この鳥はマオリー人に 
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魚られてる島中で一番速い もの だ o 

かう いふの*> タヒー グィの星の名前な の だ 〇私はタフラの講義 
をボタ ネシァ群島で發 見され た 古記 錄の斷片の 助を借うて完 
成した0 

天文學から列べられた系統の最初の解說の方 •か、想像の偶 
然な遊戯ょりも 先きに存してた S いふ こどをそのなかに 發見 
しやう£は思はれない〇 

ロクァ Eoiia -その種族は大きい-^はその妻、悲 

痛の地球 S ねた。 

彼女は地球の王樣、太陽、 その 次に 黃昏、それから 
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夜を產ん•た0 

T こでロクア はこの妻を逐ひだした。 

ロクア-その種疾は大きい-= Grande E 6 union : 

ビ呼ばれた女どねた。 

彼女は天の女王、星、それから星タヒーブィ、宵の明星 
を產んだ。 

唯一の王樣、金色の天の王樣はその妻ファノクィ^§〒 
iii ビねた〇 

彼女から星タクロクア Taiiroiia (グ尤ヌス) VJ 、 曉の明 
星ど、晝ビ夜ミ他の星、月ビ太陽に命令し、案內者 
V 」して船頭に 仕ひて る王樣タク P クア が生まれれ 0 
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タクロクアは左北方に航した、 そこでその妻 £ ねて、 
赤い星を、宵に一一つの顏の下に輝く かの 星を 產んだ 〇 
赤い屋は東方にのがれて、自分の ピローデ、輝く P 
のビローデを修繕した〇 そして 天に航 した0 日の出 
に際して其處から潜ぎだした0 

レホクア Eehoiia は廣大な空間に出現した 〇彼は その 
妻、 オクラ•タネィパ o s : a Tan&.pa ^ ねる。 

彼女はブレャーデンど栩對 する 雙生兒の王樣 を產ん 
だ0 

この雙生兒の王樣は確にカストル、•ホルックスど 司じだ0 
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。ホソネシア創世記の最初の草案は變化をした"その變化は 
恐らく進化にすぎないのだ0 

タアロア Taaroa は 外界 (若しくは 海の)の女神 <£ 自分 
を呼ぶ女 S ねた。 

彼女は白い雲、黑い雲、雨を產んだ0 

タアロアは內部(若し /\は 陸の}の女神ミ自分を呼ぶ 

女どねた。 

彼等から最初の萠芽が生まれる〇地球の表面に生す 
るすべてのもの*>生まれる0 
山の上の霧*>生まれる。 
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自分を强 V 」呼ぶもの * > 生まれる0 

自分を美ビ呼ぶ もの、 若しぐは氣持好ぐ着飾つたも 

マホクィ M — は自分のピロ—デを 動かす。 

註このニゥィは 星を作る ロゥア—樣ミア ロ I 同一ら し、。 

恐らく同じ神樣つた名な Q だらぅ。 

彼は地面 Q 上に坐 はる。 彼 S 侧に頭 fi つた紐 
で麻®に結 ひられた 釣針が ひつか、つた。そして彼 
力 手に どつた鈞釺の着いた麻繩を彼は宇宙の r ん底 
に 大きな魚(地球) を釣るために放り投げた〇 
鈎はしつかり咬みついてた0 
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軸が見えて來粑 、神樣 はすでに地球の非常な 重眛を 
咸じてる® 

テファトク Tefatou (地球の神で、地球自身)はなほ無際 
限の空間のなかを搖られな•から、釣針 {: ひつか V つ 
て、夜から高くあがる0 

マホクィは空間のなかに搖れてゐ、そしてそれを彼 
の思ひのま、に動かすこの出來る大きい魚を釣つ 
た0 

彼はそれを手に VJ る。 

マホ クィは晝 S 夜 S が同じ長さであるやぅに太陽の 
軌道をきめる0 


私は クフラに紳々 樣の こごを 話すやぅにたのんだ。 

- タアロアは空氣の女神、オ ヒナ ohig S ねた 0 

彼等から 虹、日光、赤い 雲、赤い雨*>生れた0 

タアロアは 地底の女神、 オヒナビねた0 

彼等は クファトク、 精神を産んだ 〇 それは地球を 生か 

し、 地下の騷擾に依つて自分を認め 3せて居るのだ0 

タアロアは 地球の彼岸 VJ 呼ばれる女 S ねた0 

彼等は神樣のタ イタイ T 6 irii ロクアノクア woiiano€ を 

産んだ。 

その次にはロ オ； ROO , これは別に母親のから だから 出 
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て來た。 

そしてこの女がなほ憤怒(£暴風£、狂風ビ、是等に 
つ)く平和をも產んだ0 

そしてこの 精神の极源 は、そこから使者 * >送られた 
塲處でぁつた0 

然しタフラは この 叙述は攻擊 されるかも知れない ど附けた 
したが、 これは 正顏な分類でぁる。 

舸樣達はァタ及ァス Atuas どォロマクゥァス oromatuas vj に分 W 
れる〇 

高位のァテゥァスは皆タァ Tr ァの兒や孫だ .0 
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彼等は天に住んでる - それに七つの天•かある0 

タアロア S その妻フ尤 イイ •フ丈 イイ•マイ テ ライ Fg:Fs : Mait 6 rai . 
の子どいふの *>、かぅだ0ォロ01:0(彼の父に次いで神樣の中 
で第一 人で あり、二人の子テタイ •マ タィ Tetai . Mati ビォゥ ロ ク. 
テフ j 夕 Oiiroii T 6 f 6 ta ビを 有つ てる)、ラア ； Raa (七人の子の父)、 夕 
ネ闩 an CES (六 人の子の父) ロォ ECO , ティ エリ Ti 6 ri ,- グファトク Tefatou , 
ロクア•ノクア Eoiia Noiia , トマ•ホラ Toma Hora , ロクア•オク クィ 7 
Eoiia Oiitia , モエ Mo 6, トク パ Toiipa , パ ノクア hjanoiia 等。 

これ等の神樣の各自は特別の記號を有ってた0 

マホクイ S テファトクビの仕事は私達はすでに知つ てる . 

タネは第七番目の天を口 V 」して有つ 一_そしてこのこビ i 
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# 樣の國、そこから光* > 地球を照し始める天の一番の外の端 
•た^:いふこミを意 efe するのだ。 

リイ Eii は 天 V 」 地 VJ を 分つ。 

Ty クイは大洋の水を湧きかへらせ、地球の堅い塊を破つて、 
無數の部分、今日の島に分けた。 

その頭は雲に、その足は海底に達してるファノクラ te £ J pos : 裂ミ 
また外の巨人ファ トク ホ クイ N atouhoiii^: が一緖にエイダァ a va 

. ——未知の國-の方へ下つた。人間を呑む大きい豚ビ戰ひ、 

それを C ぼす爲めに。 

浞棒の神樣、ヒロ函3は彼の指で岩に穴を掘つたぴ彼は人食 
ひ m が魔宮に虜にしておいた若い女を商由にしてやつた。彼 
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は唯一本の手で終日若い女の牢獄をかくしてた 大樹木を伐う 
倒した、 そして 魔法は こわされた . 

下級のアテ立アスは彼等の習慣を分たすに人間の 生活 ゃ勞働 
の爲めに苦勞をした。 

それはかうだ0アテゥアスのマホ2を0(神樣の鮫)は船乘りの 
守護神で あ b 、難 谷の男女の神樣、ベホ PSho は 百姓の 守護 M 1 
であう， ノこブ•ォクパス •オク パス No Te Oiipas Oiipas は歌唱 ひ、 
道化役者、蹄子の守護神で あう、 ラ アォク•パ グァ•マィス Eaaoii 
Pava Mais は醫 者の守護神であり、 ノ •アバス No Apas は供 勿を捧 
げるものを妖術 や 魔法から助ける神で あ ^ S 、 才 •タノ ク o sg 。 口 
は 勞働 者の守護神であり、タネ•ィタニアス Tan6 It6 Haas は大工、 
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建築家の守護神で あり、ミーーアス客 5 *ias vj パべアス papi は屋 
极屋の守護神であり、 マタティニス Mltinis は 網作.りの守護神 
である0 

才ロマーグゥアスは氏神である。 

眞當のオロマ-ブ立アス vj 守護神 s *> ある。 

オロマタ A アス VJ いふのは喧嘩好きを罰し、家庭のぅ ちに 平 
和を確立する。 それは かぅ だ 〇グァ ルナ •タア タス ^ は家 
家の死んだ 男女の 心 靈であ り、 エリオリオス Eriorios は 早世し 
た小 供の 心 靈であ り、。ホクアラス！^ iis は生れる V 」 き死に、 
そして_蟀 の體に歸つて行つた 小 供の 心 靈である。 

二十議神 V ; いふのは人間から假定され、むしろ意識的に 考へ 
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られた神樣である。ある動物なり、物なぅに、た VJ へば ある 
樹木に勝手に理由はなく神樣 らしい 意味を 附け添 へ、 何 か 大 
事の塲合にはそれにね fj をするのだ0-これは 恐らくマオ？ 

丨人が 多分 知つてたらしい印度人の 輪廻 說の 痕跡の 今に 存す 
るものだら ぅ 0 

彼等の歷史的の歌は、神樣 *> また動物や植物の姿になる こ 
VJ が見られる傳說に富んで 居る 0 

ア-グゥアス vj 才ロマ タゥア スどの 次ぎに 天上の 階級の 最後の列 
次に: r ィィス Tiis が來る〇 

タアロアどヒナの 子が大變澤 山あつた 0 

神樣の下に位し、 A ni ] には遠い魂魄 VJ して、彼等は マオ？ 
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! の惓說に 依れば 生物ビ無生物どの 間に 介在し、 生物の 無法 
なる攻擊に對して無生物の要求ど權 利<£を防禦す る0 
彼等の 起原はかぅだ。 、 

タアロア *> アニ Ani (憧憬) V 」ねた。そして彼等*>產んたの 
*>、暗 VJ 死ビの使者なる夜の憧憬、光 VJ 生ビの使者なる晝の 
憧憬、天國の使者なる紳樣の憧憬、地極の使遨なる人間の憧憬 

であつた。 

次に產んだの♦か、動物ど植物 £を 見張つ てる內 部の タィイ、 
外界のあらゆるものを守る外界のティ イ"砂地の テ ィイ、海濱の 
タィイ、瘠地のタィイ 、岩石の ティイ、 大陸のティ イビであつた。 
その後になほ生れたの♦か、夜の生活、盡の生活、來往 、干 


滿、愛好賞玩であつた u 

テイイの像はマラニ Mara ffiN (寺)の外側に貼られて、神聖な也 
面の 內 部を 仕切つ た〇吾々は岩の上に も ••海のほ S りにもそ 
れを見る〇此の偶像は陸ど海の間に境を一劃し、二つ の要素の 
間に調和を確立し、相互の侵略を防ぐ任務を有つて居る〇旅 
人は今もなほイレ •デゥ •パクエ 11 e-PJTpaqi の上にタイイの# C を見 
るのである。それは半人半獸の姿の大きい紀念碑であつて、石 
の取扱ひ方に固有の美的思想 VJ 非常な技倆 VJ を示し、巧に色 
彩の配合を選擇した石碑が建築的に重な積まれてある 0 
歐羅 巴人の侵略 VJ 唯一神敎 V 」 が高文明の 痕跡を 拭ひ去つた 0 
タヒクイの人は今：！！碑をたてるどきには驚く可き下等の趣まを 
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あらはす-了 度 •ホマーレの 墓碑の やうに 〇彼等は本來の本 

能を失つてしまつた。 それは たえず動植物界 VJ 接觸して多分 
に彼等の問に發達したものであつたのだ。吾々歐羅巴人 S の 
交通や歐羅巴人の學校で彼等は、初めて眞當のラテン西方人 
♦か用ゐた意味での「野蠻 J になつた〇彼等は藝術品のやうに美 
しくはなつてる、然し彼等は遨德的に、そして又物質的にも 
貧弱にな b (吾々 はそう さした)。 

マラユの跡はなほ存して居る。それは三つの開きで中斷さ 
れ.た塀で圍まれた四邊形のものであつた。三方は四尺乃至六 
尺の石塀からなり、幅ょりは稍低いビラミッド♦か四番目になる0 
全 M が幅約百米突、長四十米突である。—ティイの像がこの單 
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純な建物を飾つて WG た0 

月は マオ ターの哲學思想のうちで重要な地位を占める〇月 
1めるために以前には大變なお S 行はれたこ S はすでに 
云はれてある。ヒナは傳說の物語のなかではしば_アレオ 
ィスど呼ばれる〇けれ V 」もその世界調和に對 する 協力は積極 
贫ょりはむしろ消極的の役を演じた0 

このことは前に記した t ナビタファトクの話から明からであ 

かやうな話は、 f 才1トラジアの經文が發 f る、な 
4ば、それを說明するために註釋者に立派な材料を供給する 
だらう〇先づ第一に彼はその中に自然力崇拜，——すべての原 
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始宗敎の其通的性質-に宗敎の敎理のあるのを見るだらう0 

すべてのマォリーの 神樣の複數は種々の要素の擬人化である。 
彼等の民族性ょう も 吾々歐羅巴人の哲學の優逸なる こどを 證 
明しやう VJ いふ 希望に妨げられ、影響されない注意深い眼光 
はこれらの 物語のう ちに 確に興味があり、又本質的な特徵を 
發見 する だらう。私はそこから二つの特徵を引き出せる^ , 
然し私はそれを 指示す る だけで滿足す るの •た。 この 假定の 正 
當なるこ ビ を確むるのは 學者の 仕事である Q 

先づ第一に明快に人生の唯一的なるもの£、 一般的なるも 
のビの二つの根本思想を區別し、表はしてるこ S である Q 一 
方、心靈、知能、タァロァは男性で あり、 他方同じ神樣のい 
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はぃ材料、 體驅は女性である、 そしてこれは t ナで ある 〇人 
間の あらゆる 愛情は ヒナに、 尊敬は タアロアに屬する0ヒナ 
は月の名であるばかりでなく、空の ヒナ、 海の ヒナ、 陸の ヒ 
ナ である。然しこの二つの 文字、 卽ち海 VJ 陸 VJ は喺物質の 下 
級の部分を指示するものである。太陽、天、光、及び al : の® 

分、いは V 物質のすべての高尙な部分-むしろその精神的 

要素 V 」いふべきはタアロアである。このこ VJ は靈魂 VJ 物質 
の定義*>そのなかからまた認められる多くの 諺から明かにな 
る -若し吾々が この 定義に從ふな らば、 

宇宙はタアロアの皿にすぎない、 

VJ いふマオ 9 丨の創造說の根本敎義は恐らぐ何を B 味する 
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のだらうか 0 

この敎義は、靈魂ビ肉體ビの定義及びその分離が彼等の統 
一に於ける材料の二つの表象の分析である S いふやうな材料 
の統一に對する信仰を確證しないだらうか。かやうな哲學的 
の直覺 V 」いふこビは原始人種にあつては稀ではあらうけれ r 
も、 然し その 可然性 ii 動かすこどは出來まい。 才1ストラタ 
ァの神學は世界を作り、これを維持してる神樣の行爲のうち 
に二つの目的を見て居る S いふこビ•か認められる〇卽ち物を 
產 t で行く 原因 VJ 實のらせられる物質、物を動かす力ど 支配 
せられる對象、靈魂ビ物質である。吾々は物を照らす靈魂 S 
靈魂に生かされ、受け入れる物質の間の不斷の交互作 JT 3 の 
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5 ちに、 タア ロア * > いろ-^ \の 姿を した ヒナ どの 相次ぐ結合 
のぅち 〖に、 太陽の 永續 し、 交代す る 影響を 丁度これらの 結合 
の 結果に於け る やぅに、 これらの要素に依つて呼びおこされ 
た光 マ」 熱 ミの 變化を認めなければ ならない。吾々はこの k 本 
流が 一所になる この 現象を目前に見る〇 その果實の なかこ i 
產み出す原因 VJ 實ら のせられる 物質 £*>、その運動の なかこ 
は 物を動かす力 VJ 支配せられ る對象 VJ が、生命の なかに i 靈 
魂 ど 物質 どが 融合す る。そしてかく作られた宇宙は タアロア 
の 皿にすぎない のである〇 

ヒナ VJ テフ ァ トク S の話から、 月 ^ 月に住んで るものミ i71c 
存するのに、人問 VJ 地球 VJ は沈むいふ こど * > おこつ てくる0 
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ヒナは物質を表象する-物質に於ては科學的のいひ方に從 

へば「すべてのものは變化する、然し何物も消滅しない」— 
ビいふこ S を考 へたなら ば、傳說がその人から由來する昔の 
マォ ジ ー の賢人は 吾々 のやうにかういふ知識を有つてた£い 
ふこどを 吾々は假定しなければならないだらう。物質は沿滅 
しない、卽ち物質は感覺的に知覺 せられる 特性を失はない。 
これに 反して靈魂、「精神的物質」卽ち光は變化を檢束す る。 
そこから 光線が 流れるや，フに 見える VJ ころの 眼を閉ずる V 」、 

典處に夜 VJ 死 VJ *> ある〇それらは光線を投げ返へす-靈魂、 

若しくは靈魂の最高の動的表象は人間である、そして人間は 
死なければならない . 彼は死ぬる、最早生命に覺めない 
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ために 0 -た VJ へ A 間 VJ 地球、ヒナビタァロァ VJ の結合の 

果實•か沈んでも、然しタァロァは永遠である〇そしてヒナ、 
物 H は何時までも] ii かれて行くものであるビいふこどを吾々 
に吿げ知らす〇そこから生命の無限の進化の新しい狀態がお 
こつて 來る新しい結合に典通の願望から、靈魂ど物質、光ビ 
光が照らさう S 努めてる對象どが永遠に滿される。 

進化 . . 材料の統一 . 昔の食人種の考のうちにかうい 

ふ高文明の證跡を發見しやう S は誰が思ひ設けたらうか〇私 
は眞實に何物をも附け足さなかつたどいふこどを良心に誓つ 
ていふこど*>出來る〇 

ーグフラはこれらの抽象論理に關しては全く疑はなかつた〇 
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然し彷徨してるテゥパパユスミ泣き_しんでる惡鬼>/」を星の流 
れのうちに見るこどを彼女はやめなかつた。彼女の祖先*>夕 
アロアを天そのもの、彼から出たアーブ/スを同時に®及び天 
空 VJ 思つた VJ 同じ意味で彼女は人間の感覺を星の故 VJ して居 
る。如何なる範圍に於て詩的思想•か實證科學の進步を妨ぐる 
ものか、又如何なる點まで最萵科學が詩的思想を排斥するも 

のだらうか私は知らない . 

他の見方からすればヒナーブファトク£の話に對していろい 
ろの意味•かゆるされる。女性である月の忠告は g 目なる同情 
どセンチメンター ルな 無氣力の危險なる忠吿であつた V らう 0 
月 VJ 女 VJ は(マオリー人の思想では)物質 VJ 同意義を有ち、死 
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は生命の秘密を0 ; ひるビいふこビを彼等は知る必要/)>じかつ 

たの•た 0- テファトクの 返事は最高智識の嚴格なる、然し先見 

ある、無私の宣言であつた V らう。最高智識は能動生活の個 
人的表現は來るべき高級なるものに地を變へ、勝たれるもの 
に供へられなければならない£いふこミを認める。 

以前にはこの返事はなほ適用範圍の廣い國民的豫言の意味 
を有してたものであつたらう。大賢人*>古代に於て民族の生 
活機能を研究し、評價して、彼等の血液のうちに快癒の力の 
ない死の萠芽を先見し、かういふたのであつたらう。 

タヒテ. ィは苑にたえ る だらラ、それは死にたえるだらう、 

び生き返へらないために。 


再 
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ラフラはぁる 宗敎的の恐惺を抱きな•から、アレオィスの銃 
治時代にこの島を支配して居たかの宗派、卽ちアレオィスの 
秘密結社のこビを諸した0 

小供の錯雜した話の中から私は恐ろしい、特殊の慣習に對 
する記憶を取り分けた〇私は前代未聞の罪過にみちみちた悲 
ii 的の過去を想像した。それは好事家の穿■には嚴重に守ら 
れた秘密に依つて防*>れて居たのでぁつれ。 


ドぺ 


テフラがその知つてるころを皆話してしまつたのち、私 
はなほ{まなくそれを探求した0 

かの有力なる結社の傳說的起原はかうだ . 

タアロァの子で、父に次いで神樣のうちでの最高者なる才 
口はぁる日人間の間に妻を求めやうビ決心した0 

すべての中ょり選ばれ、すべてに立ち優つた人種を彼ビー 
緖に人間の間に打ちたてる爲めには美しい、有能な若い女で 
なければならない筈だ0 

彼は七つの天を步き拔いた 0 そして女神テオクジ T 60 uri VJ 才 
アアオア Oaaoa どい 2 . 彼の姊達の住んで居るボラ•ボラの Bora- 
Bora の島の高い 山、 パィア paia i: おりた。 
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そこでォロは若い武士の姿になり"自分の妹達を若い女に 
變らし、神様の接吻に價するやうなものを3$處で求めるため 
に島中を旅をした0 

ォロは虹を利用した。その一の端をパィァの頂にたて、他 
の端を陸にたて、男女の#樣は谷や潮の上を步るいた0 

\々の彼等を迎へやうビ急いでるミころのいろ^^の島で、 
この旅人達はすべての女の押し寄せて來るやうな華かな、驚 
かすやうな宴會を催した0 

そしてォロは彼等の中を見廻した◦彼の心臓は惱まされた0 
何故ならば彼は愛情を見附けた、然し彼は愛さなかつたから 
だ。人間の娘達の上には誰にも彼の眼は永くはビぃまらなか 
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つた。•何故ならば彼は自分の夢見てた德行も長處も發見しな 
かつたからだ0 

無駄に探し廻つて、多くの H *> 經つて行つた後に、ボラ.ボ 
ラの島の* クァイタべ Vaitap6 で、アグァイ•アイア Ava’iAia の卜 3 い 
湖で浴をして居る稀れに見る美しい若い女を打ち見たどき彼 
は天に歸らうビ決心した0 

彼女は丈が离かつた。そして太陽の熟*>その美事の肉の上 
をやき、照らしてた。然し愛戀の全き魅力はその頭髮の夜の 
うちにね むつてた〇 

恍惚 VJ してォロは妹達に若い女を說得するこどをたのんだ0 

妹達 M 遺の結果をパィァの頂きで一時待たうミ彼自身は引 
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远、した 0 

女神樣達は挨楼をして若い女に話しかけ、そしてその夢を 
讚め、彼等*>ボラ•ボラのーヶ所、アグァナクから來たこ 

どを話した0 

_私達の兄があなたが 兄の妻になる こ ミを 御 承知下さる 

か， S ぅか伺ひたいんですつて0 

グァィラクマ, ィ <i pK : も i 江 -^これ*> 若い女の名て 6 つ t 

__は探ぐ る やぅにこの 見馴れない人達を見つめて、 そして 

答へた。 

_あなた方はアグァナクからいらつしたのではない。然し 

あなた：方のお兄樣は頭領であり、又お若く、そしてお美しい 
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いらつしやる S 好う御座いますわ。グァイラクマティは妻になる 
でせう〇 

ラオクリ V ?」オアアオアは、彼が待たれてる V 」いふこ S を知 
らすた一めに速刻パイアに登つて行つた。 

直ぐに才口は以前のやうに虹に乘つてグァイタべにおりた0 
グァイラ クマーブィは彼を迎ふるに美事な果物を以て占領され 
た食卓ビ奇麗な敷物 VJ 珍奇な織物で以て部屋を支度した0 
彼等の怡樂 V 」カビに神々しさを持して、彼等は.淼や野に、 
海のほ VJ b に、 Tamaris や Pandaanus の葉蔭に愛戀 i :耽つた〇每 
朝舯樣はパイアの頂きにのぼり、每夜彼は女 S ねるためにお 
b て{る0 
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& の人間の娘は m 一人この®の姿をした彼を 打ち見るこ i 
は出來な&つた。 

115にパイアどグァイタベどの間に張られば虹が彼の道の役を 
した〇 

荒れさびた七つの空に ォロ M 留 0報 * >なくなつ て、 から 幾度 
も—-日は輝いて、又消えた◦それでタアロアの二人の息子 
才ロテファ Orotefa S オクレテファ o B : KK a が人間の姿になつて、 
彼等の兄を探さぅ£出發した〇永一い間彼等は彼を見岀せすに 
島を方々ぅろついた。けれざ到當彼等はボラ\ボラで、ヴァィラク 
マティ，/ J _マンゴ樹の葉蔭に憩ふて居た若い神樣を見出した。 

睃等は若い女の美はしさに全く驚いれのであつね〇そして 
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驚嘆の標 VJ して 贈物を捧げやぅ S 思つた。ォロテファは豚に、 
オクレースフ アは赤い 羽に 變つた 。それから 豚 VJ 羽 VJ を 無くなさ 
ずに再び人間の姿になつた 。そして 彼等は贈物を有つて戀し 
てる 人達に近寄つた。 

才ロ ミグアイラ クマ ティビはこの立派：な二人の旅人を ょろこ 
んで迎へた0 

その夜に豚は七つの仔を產んだ〇そのぅちで第一のは後々 
の用のために保存せられた。第二のは神樣達に供へられた0 
第三のは客のもてなしに供へられ、この未知の人達に供へら 
れた Q 第 四のは 愛 戀の究榮のための 犧牲の 豚 ど 呼ばれた 。第 
五 w 第六のは種類を殖やすために最初の生母になるまで保存 
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された〇第七のは到當谷觀で熟い石の上で炙かれた マォ 

リ1の習慣に依れば淨められたのだ-そして^ U れナ 

ォロの弟達は再び天に歸った0 

その後二三週間たつてグァイラクマーグィは才口に姙 Ik したこ 
どを吿げた。 

そ？—- —れ•てあつた七つの膝 S 一 の？つ 
てライアテア Eaiat 6 ヂの方へゝ神グてホアイ名〇珍のお堂なる大き 
いマラエに行つた0 

其處で彼は マ uMahi ど 呼ぶ男に會つれ。その男に彼は豚を 
くれて、いふれ0 

. _ Map : maita.i 〇 6 1 6 in 6 i boiiaa (この豚をミつて、それを面锣 
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を見ろ) 

そして嚴に神樣は言葉をつぃけた0 

-これは神聖な豚だ。その血のなかに私から出た人間の 

血続が彩られてある。一體私はこの世界に於ける父である0 
彼等は自分をアレオイス S 呼ぶだらぅ〇私はお前にアレオイ 
スの權利 VJ 名前£をやらぅ。私自身は最早此鏖には永く次£ 
レまるこどは出來ないのだ0 

マヒはライアクアの頭領を訪ねた、そして彼に出來事を語 
つた。頭領の友達にならないでは、彼の自分に委任された神 
聖な寶を守る こ «は出來なかつたのだ。彼は いひ 足した、 

-私の名はあなたの名、あなたのは私の名である。 


172 




頭®は? i 足した。彼等は二人してタラマーーーー Tllni VJ い 
ふ名をつけた。 

そのぅちにォロは 再び グァイラクマー グィの處に歸 つた。そして 
彼が彼女に Hg Tabou g : Eai (天の神聖なる友達) V 」呼ぶ こ VJ を 
命じた小俄を彼女は產むだらぅ£いふこビを彼女に吿げた。 
それから 彼は いふた0 

_時は滿ちた、私はお前を置き去りにしなければならな 

彼はそれから大きい火の 柱に 變つた、 そして ボラ •ボラの 最 
高峯、ペリレレ hjerir 6 r 6 の 上まで空中にたちあ*>つた。そして 
圯處で彼は泣いて る 妻 VJ 驚い.てる 人民 VJ の 眼から消えた 0 
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Hca Tabcu Eai は偉い頭領になつた、 そして 人間に多くの善 
事をなした。彼の死んだ S きには彼は天國 にぁげられ た〇其 
處には、グァィラクマラィ自身も女神の地位を 占めて 居た。 

* 

r 

ォロは正しくこの島に-何時かは解らない*>、婆羅門の 

敎を有つて來た、諸國を遍歷する婆羅門の僧侶でぁつたどい 
ふこ VJ が出來るだら ぅ (才 1ストラジアの 宗敎 のぅちに この 
痕跡を私はすでに指示して居る〇 
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この a 粹無垢の混り氣のない敎義 のうちにマオリーの 天才 
は目を覺した。理解する こ VJ の沿來た聖者は お 互に認めて、 

一致した—勿論 i 元全に人民から別れて-規定？れた搲を 

行はんために0彼等の種族のうちで他のものょ b 、 は多く啓蒙 
せられて、彼等は忽ち島の宗敎旅に政治上の權力をうばつて、 
重大な特權をかため、多島海の歴史のうちに黃金〖時代に作つ 
た强大なる優越權の基を置いた。 

彼等は書くこビは知らなかつたやうに見へるが、アレオィ 
スは眞當の學者でぁつた。彼等は「神樣の諺」を言葉一つ一つ 
を非常に苦心をかけて綿密に穿鑿して幾晚も夜を徹した◦彼 
等を說明するこ VJ は年餘の勞苦を要した〇高々好く行つて註 
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釋を附けられる位の彼等だけにしか 解らない# 樣の諺がアレ 
ォィスに m )PH 的中心の基礎を作 b 、 熟慮 どいふ 習® をつけ、 
起人的使命を彼等に赋し、その前には誰を も屈せし めた威嚴 
を與へた。 

これ ご全ぐ等しい紐織••が歐羅巴の キ y スト敎並に封建制度 
の中世にある。 そして 私はかの宗敎並に戰鬪圓體 、かの宗敎 
會 r ょりもなほ恐ろしいものを 知らない〇それは 神の名に於 
て判決を下だし、生死に關して絕對に振！！つたのである。 

アレオィスは人身御供を神樣は滿 足せられ る S いふこビを 
敎へ、 そして 自からも自分の子を長子を 除いて外は 皆マラエ 
に供へた〇この腥い锭のシンボルは神聖な 豚で ある第一©、 
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外は皆殺された VJ いふ七つの豚の傳說であつた0 

然し吾々はこの蠻行に就いて輕卒に批難するこ S はゆる3 
れない0 ? 

多くの原始的國民に任された恐ろしい義務 VJ いふものは社 
會的風習旅に一般的利益の深い根據を有つて居た。 

マオジーの種族•かかつてそぅであつたやぅに、非常に繁殖 
力の强い種族にあつては無限なる人口增加は國民的並に積極 
的生存を脅かす。島の生活は實に骨の折れない、 そして 必要 
なものを作るのに大した勤勞を要さなかつた〇粗末なピロー 
デでは VJ ても近寄れない、無際限の大洋に圍まれ甚だしく制 
限せられて居る範圍は斷えす增加して行く人民に VJ つては誃 
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ち缺乏勝ちになるのでぁつた。海は魚類を充分に、森は果物を 
充分に最早供給しなくなつた。飢饉は近づいて來た、昔は何時 
もそうでぁつたやうにその結果は人を唆らふビいふ こビにな 

つた0-大人を殺すこどを避けるためにマオ？ 丨 人は小供の 

犧牲に限つた。外ではアレオイス•か現はれたビきには、人を 
喰らふこはすでに行はれてた0 アンオイスは飢饉 VJ 戰ひ、 
その原因を除くために小兒殺戮を行つた〇この小兒殺戮 VJ い 
ふこどは、この主張の不淨なる喜劇*>道化芝居作者のお娛み 
に役にたつたものならば、恐らくは風俗の敎化^して示され 
るべきものだらう。アレオイスはこの繁殖をたちきらん•かた 
めに恐らく多大の力を用ひなければならなかつたのだ、そし 
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て彼等は人：民の眼の中に自分等に神樣の絕 對的權 威を附けさ 
したこ VJ に依つて達した0 

到當小兒殺戮は種族の爲めの生存淘汰の 有力なる 手段 S な 
つた〇初產£いふ驚く可き權利、生命 その： P の V 上に ぁる 權 
利*>人民の力を減發ずに存した〇卽ち甘味を皆吸 ひつぐして 
しまぅ S いふ有害な結果を免がれた。このこ VJ はすべ てこれ 
等の 小 供の內に打ちこはす V どの 出來な い 自負の意識を養つ 
た0この自負の原力 vj 最後の血 どは 吾々*>この絕滅に m つて 
る大種族の最後の萠芽のぅちに今日なほ感嘆する £ころのも 
のでぁる〇 

死の不斷の例ビ頻繁なる交通 V 」は遂に崇高な慰安の 敎でぁ 
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つた〇武士は苦痛を輕んするこを知つてた〇をして全國民 
は苦痛に際して强い祥福的感情を發見する。この感激は熟帶 
地方のだらけど不斷の仕樣事のない無神經な倦怠を防いだ0 
マオターの衰運はこの犠牲を法律的に禁止する S ビ もに 始つ 
たどいふこ£、次に彼等は其の時から道德的のカビ肉體上の 
生産力 S を失つたどいふこマ」\は歷史的事實である。若しこ 
のこ^がこれらの原因でないどしても、それに思ひあたる VJ 
ころ*>ある0 

恐らくアレオィスは犧牲どいふこ VJ の深い意味 VJ そのシン 

ボ？ ヵルな 必要 VJ を 知つてたのだ . 賣淫は彼等には神聖な 

義務であつたので ある。 吾々の間ではそれ ビはこどなつてる〇 
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菩 々歐羅 巴人 •か文明の善行を法外に運びこんだ後に もタヒタィ 
では賣淫は決して やまな かつた〇寶淫は益々榮えた 〇然しそ 
ねは義務でもなく、神聖に もなら ない、唯何等の尊嚴 もな く、 
ゆるすべからざるこ < yj である〇 

宗敎上の地位は父から子につたはる。その開始は すでに 子 
供の時に始まる0 

結社は元來十二の組に分たれてぁつた〇その首艮は十二人 
の上流のアレオィスでぁつた〇次に第二級の地位を 有するも 
のが來、そして最後に弟子*>來た〇この種々の皆級は 腕、兩 
脇、曆、脚、踝の特殊の文身..に依つて區別される0 


i8i 
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アレオイスのマタムア、古代の國王卽位式のマオジ ー の光 
景はかぅだ0 

新統治者は、華麗な着物を着て、島の貴族にどりまかれて 
彼の宮殿を去る。彼の前を頭髪に珍奇な羽毛をつけたアンオ 
イスの首長等*>步るく0 

彼はお供を從へてマラ H に行く0 

彼を 閾の處 で 待つ てる 僧侶達は 彼が 見える ビ大聲 に喇叭の 
響 VJ 大鼓の音 ミで、 儀式の 始まる こどを 知らす0 
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それから王樣緖にお堂のなかに這入る£、彼等は人身 
御供、死骸を神樣の像の前に供へる。 

王樣は僧侶緖に祈禱をぁげ、歌ふ〇その後で僧侶*>人 
身御供の二つの眼を拐ぎ S る0僧侶は右の眼を神樣に、左の 
眼を王樣に捧げる。王樣】はこの血だらけの眼を丁度喰べさう. 
に n を開く。 a し僧侶はそれを取う戾して、再びもビの體に 
鈉める0 

註-こ❾拴の 5 /V ポクヵ) V な意味、人肉か食らうこミ^明に禁マるこ- VJ の誤解され 

tc い0.う！.10 

それから神様の像が僧侶達から擔•かれる彫刻のぁる擔ひ臺 
の上におかれる。二人の上役の僧侶に擔がれて王樣は祌樣の 
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像につレく、 丁度出立で- 5 •もぁるやうにアレオィスからお供 

をされて.海の岸まで行く 〇 途中僧侶達は嘲叭を 吹き、大鼓を 
ならしつ V ける0 

群集は謹み深く、靜にぁ S からやつて 來る〇 
入江のほには この お祭の ために 綠の枝 や花を 以て 飾ら 
れた制聖なビローデ*>動いて居る〇先づ 初めに 偶像*> そのな 
かに 降し こまれる 。次に王樣は着物を脫ぐ 、そして僧侶 達は 
王樣を海の中に つれて 行く〇其處でアタゥアス •マオ Atuas Mao •か 
彼を潮で洗ひ、彼を可愛*>る0 

かう して 王樣は、最初はお堂の中で されたやうに、 二度目 
に神樣の現前で海の接吻に依つて淨 められる〇そして王 « は 
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神聖なピロ ー デにのぼる。其處で上役の僧侶が maro oiiroii で彼 
の帶をし、彼の頭のまはぅには統治の紐 tacii mata を卷く〇 
前方の小舟に立つて、王樣は人民にぁらはれる0 ^ 
それを見る£人民は到當永い間の沈默を破ぅて、到る處に 
お視ひの叫がひ V く。 

-- Ma ? : a Arii !(國王陛下萬歲) 

最初の大歡呼の終つた後に王樣は神聖なる臺の上にねか * t > 
られる、其處には矢張り偶像*>置かれてぁる〇そしてすベて 
の人は前ビ殆ご同じ樣な順序で同じ道を マラ ヱの方に行く、 
爯び僧侶達は偶像を、上役の僧侶達は王樣を擔いで、，行列 
はまた音樂匕蹄 vj で始められる。 
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人民は後からつぃ{〇然し今は彼等は歡喜 に醉 ふて 始終 叫 
- - MaSva Arii ! 

偶像は恭しく神壇に安置される〇 

それで以て宗敎上の祭は おはる 〇そして人民の お ® 51が始ま 
る 〇 

お堂では神樣に、海では自然にされたやぅに、王樣は人民 

に淨められる〇-敷物の 上に ねかされて王樣は今や 國民の 最 

高の誓忠を迎へなければ ならない 0 
野生の國民の狂ほしい誓忠〇 

一人の人間に對して愛を表現する群集の全部〇この人間は 
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王樣 である 。群集 VJ この一人の人間 VJ の間に 於ける 芝居は怖 
ろしいまでに、驚くまでに大袈裟で ある。明：！： は彼は君主で 
ある。彼は處分すべき筈の運命を意のま、に處理 t る。そし 
て未來は全部彼のものである〇唯この時間だけが群集のもの 
である0 

全く裸體で、淫亂なる蹣をなして男女は王樣をどりまく、 
そして王樣の體のある處ビ彼等のある彼 VJ *> 觸れるやぅに一 
生懸命になる Q 接觸 VJ いふこ VJ はその際常にさけられない0 
そして國民の狂奔が馬鹿の限ぅをつくし、平和なる島全體•か 
恐ろしい叫を以て反響される。そして段々にやつて來る黃昏 
•か物につかれた狂氣の群集の夢幻の姿を見せる。 
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然し急に*叭 S 太鼓の響•かする。 

誓忠は終に、お祭りは 終りになる 〇歸りの合圖がひぃく0 
非常に狂奔してた人も鎭まる、すべて•か靜になる、 そして 終 
に絕對的靜肅がやつて來る。 

王樣はたちぁ*>る、御供につかれて、嚴に、堂々ど宮殿に 
歸る〇 
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殆二週間以來 、餘 所では 餘り 出て來ない蠅がぶん < いふ 
て居る。それが辛抱が出來ないやぅにした0 

然しマオジー人はそれを喜んだ。何故なら鯖や他の魚*>底 
から表面に ぁ*>つて 來る〇蠅は漁業の 時期、 勞働の 時期を吿 
げ知らせたからなのだ 3タヒ タィでは勞働は滿足でぁるビいふ 
こビをお忘れになるな0 

皆は各自に網の丈夫さや釣道具の吟味をした〇女や小供は 
常 V 」は違つた熟心を以て海岸や、陸 VJ 岩£の間の珊瑚礁の上 
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に網、むしろまあ ココ スヌスの葉の 長い四目格子 VJ いつたも 
のを曳くのを手傳つた。こんな仕方で餌に する 魚が S られる0 
それは鯖には最も美味なのだ。 

殆三週間を要した準備の終つた S きに、二つの大きい一緖 
に結ひられたピロ丨デが海上におかれる〇それの前面に釣針 
のついた大變長い竿 * > もたせかけられる 。その竿は後を縛つ 
て ある 二本の繩で早く揚げられ るの だ〇魚は咬みつくやかな 
や直ぐ樣引き揚げられ、小舟の中に入れられる。 

ある天氣の好い朝私達(私は- M 論-お祭の際にも一 

緖♦たつた)は海にのち出した〇ビころ*>幸に私達は直ぐ樣珊 
瑚礁の先きに出られた。私達は可成 b 遠くまで出かけて行つ 
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た〇漕いで行くビき e : 水の上に頭をだして此方を見て居る龜 
を私は見た0 

漁夫は皆非常に喜んで、急いで舵を V 」つた0 
私達はマラの洞穴 VJ 向ひぁつた 鯖穴 Thgloch ど いはれる瘍 
所に來た。そこは大變に水の深い處なのだ。 

註- Mi いふ字は«教徒の言葉のぅち1-わる。怫教で It 死ミいふ煮味♦たが、そ 

一 こ t ら出て罪ミいふ意昧じ尨つれ。 

鯖は夜は其處の沙魚の來るこ£の出來ない深海でねむるの 
だ£人々はいふて so 

魚を探しながら、海鳥の群は穴の上を飛んで居るの•た0 一 
匹表面に出て來る£忽ち鳥は恐ろしい速さでそれを 目 *>けて 
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おうて來、嘴に啜へる V 」また高く V 」んで行く0 

かういふ樣に海にも、空にも、私達の •ヒロ ー デにすらも血 
S 殺戮の思想が支配して 居る 0 

何故長い釣絲を鯖穴のなかへ投げ こんでおかないのか S 私 
•か 連れに尋ねたら、彼等は、 そんなこどは 出來ないんだ、 ホ 
聖な塲所だもの VJ 答へた 0 

-海の神樣が其處にお居でなんだ0 

私は穴の底の傳說を想像した、 それを V 」うか私に話 S せ { 

れ P 
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タヒティの海神のなかのロクァニトゥ^0$11^011は此の塲所 
の海底にねむつて居る0 

一人のマオ91人*>ある時無鐵砲にも其處で魚をどらう"、」 
した。そのビき釣針•か神樣の頭髮にひつか、つた、神樣は目 
を覺ました0 

怒つて彼は、誰*>彼の安眠を妨げるやうなこんな勇氣を有 
〇てるのか、見やう VJ 表面にあがつて來た。そして罪人♦か人 
間であるのを見たどきに、彼は一人の放埒を罰するために人 
間全體を絕滅しやうビ決心した0 

だが然し刑罰をのがれた-言說以上の御慈悲に依りて —— 
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I 犯罪者自身は。 

#樣は彼に家族全體を連れてトア.マラマ|-30裂1\13^日£1に、 
のぅちあるものには島、卽ち山に、他のものにはビローデ、 
鳒ち「箱船」に行 くこ VJ を命じた。 

漁夫が彼の家族ビー緖に指定？ れた塲所に赴いた S きに、 
海の水はたかまぅ 始めた 〇水は徐々 に一番 高い頂を蔽へ てし 
まい、すべての生物は、 かの Toa ;&1|1113,にの *> れたも 0 まで *> 、 
そのなかで死んだ0 

後に なつて彼等は更に新し {この島に繁殖した 0 

註 この物語はノアの 大供水 0 マナ VI 人の試みた多くの貺明の一である 0 
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私達は鯖穴を後に見棄て、去つた〇ビローデの船頭は竿を 
海；に入れて針を投げる人を指定した0 

永い間待たれた、鯖は一匹もか、らない。 

外の漕手*>その順番にやつて來た。今度は美事な鯖*>咬ひ 
た、そして竿が下に曲つた、四本の頑丈な腕が後の紐を引い 
たので竿は高くぁがつた、そして魚は表面1:見えた。然し同 
時に大きい沙溆が急に波の上を驅けた〇恐ろしいービ咬、二 
た咬、そして最早釣針にはもげた頭の外何もなかつた0 
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それから舾頭は私に合圖をした、それで私は針を投げた0 

ほんの僅の間に私達は大きい鯖を釣つた-多の人は氣が 

〇力なかつたか、私は近所の人達がくす-^^笑つて私語して 

るのをきいた0-棒で頭を打たれて死んだ奴は小舟の底に引 

繰り返つてた。そして今は光を放つ鏡に等しいその體は澤山 
の輝く光線を放つてた0 

二度も同じ樣に私は仕合せだつた0 

私©連れはょろこんで私を®1して、私を幸運兒ど呼んだ、 
そして私は得意になつて反對はしなかつた0 

然し皆*>1緖になつて賞めるなかに、最一初の時の やぅに 譯 
のわからない笑£私語 S を私は見分けた0 
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釣りは晚までか、つた。餌の小魚•かつきたどき t : は太陽は 
水平線を赤い焰で染めてた、そして私達の小舟には美事な鯖 
が十匹も積まれた0 

私達は歸りの用意をした。すべて*>整ふ間•私は苦い男に全 
{低い聲で取 b 交はされた言葉の意味 S 、二度も私の漁獲 s 
1緖だつた笑 vj を尋ねた。彼は返事をするのを躊躇した〇然 
し私はゆるさなかつた、何故なら私はマオジー人の抵抗力£ 
いふものが如何に小 ?• いか、又如何に速く頑强な肉薄にまけ 
るか£いふこ VJ を知つてたからだ。 

到當彼は私に打ちぁけた。鯖が釣針に咬みつくビ-私の 

は二匹 VJ もそぅだつた-その人の フヒナ は家で不義を して 
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S る o 

私は信じないで笑つた0 
そして私達は歸つた〇 

夜は熱帶では急に入りこんで來る〇それに先 きんずるこビ 
•か大事だ〇二十四の輕快な Pagaien (杓子の樣な蛇)が 司時に 水 こ 
つかつた。そして元氣をつけるために漕手は拍子をビつ て大 
聲で叫んだ。私達のピローデは燐光のする波狀を後に ひいた ( 
私は狂はしい遁走をやつてるや5な心持になつた〇激怒し 
た大洋の統治者*>私達を追ひかけ、怪異な不定な 姿の群のや 
ぅに、驚かされた、珍ら しきもの 好きの魚*>私達の 周りに 急 
いで來た。 
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一一時間して私達は一番外の岩に着いた0 

浪は其處は强い、航行は航路故に危險である。砂地の前へ 
ピローデを正しく舵を VJ るこどは容易ではない。然し土人は 
熟達して居る。私は全く恐くなくはなかつたけれ r も、非常 
な興味を以て、この美事に行はれる手際を追及した。 

仏達の M には M は炎をあげてる火で照らされ^0 それは 
ココスヌヌの枝の大きい裰明であつた。輝いてる海岸の砂の 
上に陣取つて居る漁夫の家族の顔附きは異樣であつた。ある 
ものは動か t ' に坐はつてた、外のものは松明を振りな*>ら海 
邊を驅けてた。小供等はあちこちに跳ねまわつてた〇そして 
遠く1: は淸澄な叫のするのを聞いた〇 


199 



輕々ど走つて私達のピローデは海邊に着いた、そして獲®; 
の分配が直ぐに始まつた0 

魚は皆地面の上におかれた〇親方：が人の數-男、女、小 

供-漁獲 S 餌の魚捕うに關係したぃけの同じ部分に分けた0 

それは三十七に分たれた。 . 

時を失するこ£なく、私のソヒナは斧を S つて、木を裂き、 
そして火を點けた。その問に私はなほ少しかいいをなほして、 
夜が寒いのでからだを包んだ〇 

私達二人の分配のうち】部分は煮て、他をクフラは生のま 
、で貯いた0 

それから彼女は魚鈞 うでの いろ.^ の 出來 事を m を掘つて 
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きいた 。そして 私は親切に彼女の好奇心を滿足さした。彼女は 
すべてに滿足して、小供ら しく 晴々しくなつた〇そして私は 
秘めてた考を氣づ炉せないやぅに彼女を觀察した〇私の心の 
底こは何等の原因もなくて鎭められない不安*>目を覺まして 

た、私はテフラに問をかけて やらぅ ビ焦つた- ある 問を… 

•:そして 「何のた めに？」 ミ 自問しても、それは 何の役にも 
れ、なかつた or 誰*>知る ものか」 S 私は自分に答へた。 
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眠〇に就く時* > 來た、そして私達二人* > 列んで 體を のばし 
て橫 になつたビきに 、私は 突然 尋ねた 

-お前は正氣かい。 

-え。 

-^んならお前の男はお前の氣にいつたのかい0 

-私、好きな男なんか居ない0 

-^墟をいへ、魚*>裏切つてるょ0 

クフラはおきぁ*>つて、じつ S 私を見つめた。彼女の顔附 


202 






は珍しい神秘的な莊嚴な表情をしてた。それは私には見馴れ 
ないものでぁり、又彼女の明るい全く小烘らしい顔にまだ一 
度 も 見た こビ のなかつたものでぁつた。 

私達の小さい家のなかの陽氣は變つて了つた。私は崇高な 
るもの、私達の間に高まるのを感じた〇私は意志をまげて信 
仰の力に屈し、天上からの福音を待つた。私は福音の來たる 
だ：らぅ S いふこ VJ を疑はなかつた。た VJ へ吾々懷疑說の無駄 
な疑義が、それが迷信にもせょ、この輝いた、尊い熟情に相 
對して、なほその力を自分の上に檀にしやぅ VJ も〇 

テフラは好く戶 *> しめられてるかどいふこビを確めるため 
に、靜に戶の方に行つた。そして部屋の中頃まで戾つて來た 
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S きに、彼女は次の祈禱を捧げた0 

私をお助け下さい〇私をお助け下3 い 0 

今は夕で御座います、夕には神樣がお居で になる 0 

私をお守う下さい、お、私の神樣〇 

私をお守り下さい、お、私の御主0 

だぶらかしや惡い告げ口の 前に私をお守り下さい 〇 

私をお守り下さい、俄 i: 死にますこ S の前に、 

惡の前に、そして呪®の前に、 

私をお守う 下さい、 土地の 分け 方の淨 の前に、 
私共の間に平和の支配す るこ V? J の出來 ますやうに 0 
お、 神樣 、狂氣の武士の 前に お守 6 下さい 0 
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私をお守り下さい、私を脅かすもの、前に、 

苦しめるこミ を ょろこぶ もの、 前 U 、 

その頭髮がたえ t 逆立つてる人の前に0 
私 VJ 私の魂 VJ が生きるこどの出來ますやぅに、 

お、神樣。 

この夕本當に私はテフラ^一緖に祈つた0 
彼女*>その ff 禱を終つたどきに、彼女は眼に涙をためて私 
の 方に來た、そして自分を打つてくれどたのんだ0 

この表情の深い眞摯の前に、この生きてる像の完全なる美 
の前に私はクフラに宣誓された神樣が彷彿するやぅに思つた〇 
私の手は永久に呪はれる、若し私の手が自然の傑诈に對し 
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て自分を たてやう VJ 敢 てしたならば 0 

彼女は自分を打つて S いふ懇願を繰返した0 
-なさらないのなら、あなたは永ぐ怒つて、病氣におな 

A だ0 

私は彼女に接吻をした0 

そして誤解なしに彼女を愛する 今、私 *>彼女を驚嘆するや ，.?06 
うに愛する今、佛陀の言葉が私の唇邊に來たつた。 

「そうだ、人は柔和に依つて憤怒を鎭め、善に依つて惡を鎭 
め、 眞に依つて僞を鎭めなければならない。 

この夜は神々しかつた、外のすべての夜ょうも貴かつた1 
I 日は輝いてあけ打〇 



朝早く彼女の母•か鮮しいココスヌスを有つて來 tec 
一眼見て彼女はタフラに尋ねれ。 

彼女は知つた0 

優しい表情をして彼女は私にいふた0 

-ぁなたは昨日漁ビ办に いらつしれつて、 お變 b は 御座 

いませんかつたか〇 
私は答へた 

-早くまた行きたい«思ふ0 

藥 
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私は Vi ぅしてもフランスに歸らなければならな{なつた〇 
重大な 家の事情が私を呼び戾 した0 

愛 相好き 土地、 自由 vj 美の故鄕ょ幸 あれ0 
二 年た つた、そして 私は 二十 年だけ 若くな〇た、私は來た 
S きょりも 野蠻 に、然し賢ぐなつた0 

野蠻、無知はこの老いた文明人に多 f のこど、 藝 術のぅち 
に生き、幸福であるこ^ J を敎へた 〇中 にも彼等は 私自身を も 

つど® f 知れ £ いふ こ を敎へた〇私は 彼等から唯深い眞理 
をきいたのだ。' 

それはお前の奇蹟であつたのだ、お前、 秘密 多き世界ょ 0 
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お前は私に光を有つて來た〇そして私は古代の美 i 自然の消 
すこ S の出來ない若々しさを驚嘆して成長した。 

お前の人間の心ど、险くこをやめない、そしてその香を 
最争誰も吸込めない、その花ビへの理解 VJ 愛 VJ は私を善良に 


私が乘煺するために、はとば Quai を去つた£きに、私はーブ 
フラを最後に見れ。 
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彼女は終夜幾^も泣きぁかした、今は彼女は淚もつきて、 

悲しげに、然し石の上に脚を垂れ下げて坐つてた〇そして彼 
女の頑丈な、しつかぅ足は汚い水に觸れてた。 

朝耳の後につけてた花は萎びて膝の上に落ちてた0 
此處にも、彼處にも彼女 VJ 同じ樣に外の人は疲れて、默つ 
て、悲しげに、ぼんやりして、私達を永遠に遠く運んで行く 
船の濃い烟にみ VJ れて居た。 

そして船橋から私達には、私達が段々陽つて行く間、謹遠 
鏡を有つてその®の上にはなほ永くかのマオリーの歌を唄ふ 
てるや，>に思はれた〇 
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南、 東の穩かな 風ょ 

それは私の頭の上で可愛い遊戯を其にする、 
隣の島へ急いでおいで。 

そこでお前は可愛いらしい樹蔭のなかで 
私をすてた あの人に會はぅ。 

淚にくれてる私を見た£吿げてくれ。 
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附 


錄 

繪 

畫 

は 








Dans File Marquesas 


繪窬は最も立派な■術である〇繪書のなかにはあらゆる成 
じが包含されて居る。 I 目見て誰でも自分の想像の振動に從 
つて Tt 1 マンスを作るこ，己が出來、又深い回想に依つて自分 
の 心臓をみたすこビが出來る〇何等の記憶の浪費 S いふこ S 

がない ノすべ ては 瞬間を 包容す る-完全なる 藝術 、それは 

他の すべての ものを一つにし"それらを 完成する◦音樂のゃ 
ぅに 繪 1感 f 通じて心の 上にはたき、 S のある卜…ゾ 
は 音響の調和に該常する。 然し 昔 樂に は ^ められ T L 彳 - 丨 
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繪翥は達する〇音樂は音の繼續どいふこ £ に基礎をおき、そ 
の發端 VJ 結末， /J を一緖に纏めやぅビ思ふならば、精、 i 疲い 
れてしまふ〇耳は全體^:して見るに脹ょぅは低級な感覺であ 
る。聽覺は唯一度に一音だけである〇之に反して視覺は 一目 
のぅちにすべてを包攝し、そしてその際自分の思ひの ま、 に 
單純化する0 

人は 音樂を 聞き、書像を 見る <£:いふど、 自分の夢を靜に自 
分に 與 へるこ VJ が出 來る〇 書物では人は著者の奴隸 になる 0 

文章 家は情緖への道を發見 する 前に、 知能に自分を‘ 向けな 
ければならない。熟慮に依つて達せられた感じは直接性を失 
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唯視覺だけが直接の効果を產む〇書物を判断するためには 
知能 VJ 智識 S が要る〇繪薔ビ音樂 VJ を判斷せんためには、知 
能ど藝術上の智識 S の外にまだ自然に於ける特別なる感じ*> 
要る。一言でいへば、人は藝術家 S して 生まれなければ なら 
ないのだ。多くのものは然し呼びかけられては居る、 そして 
唯少數のものだけが選ばれる〇各個の觀念どいふものは形式 
化せられる、然し それは 感情通ぅの感じビはちが ぅ〇 彼の恐 
怖、彼の熱中の瞬間を制御せんためには、 V 」れだけの努力が 
要るか。變愛は柱々にして屢々最初の瞥見に於て おこる では 
ないか、そして變愛は何時も 窗目 ではないか 〇そしてその 祭 
思想は自から 精神 VJ 呼ぶ、 本能、神經、情緖は物質の一部分 
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を作るの♦た〇何 VJ いふ アィロニ ー だらう0 

一番不定で、 f ® 彌みにくい、一番變はるもの•か物質。思 
想は感じの奴隸〇 

人間以上に自然はたつてる0 

人問の思想が言葉に依つてぁらは される、それが 文學でぁ 
る0 

オセロヵ猜疑に胸を唆ひつぶ 3 れて、デスデ モネを 殺し こ 
どきに、オセロ*>た S へ V 」んなに生々 ぐし 描かれ やう£も、才 
セロが運命を孕んだ額をして部屋のなかに突進した 態を自分 
の眼を以て見た V 」きに、私の印象は幾倍强か つたら う 〇これ 
故に諸君は諸君の作品を完成す るた めに 舞臺が要るのご〇 


諸若は暴風雨を人の氣を惹くやうに 叙述するこ £ は 出來る0 
然し暴風雨の感じを與ふるこどは諸君には手がどぃ かない 0 
數の塲合のやうに器樂は基底に銃一を有つてる。全體の音 
樂の組織はこの原理の上にたつてる〇耳は分音に慣れてる。 
それで諸君は他の基底を VJ るこ£が出來る、正音、半音、四 
分音をつレけてどるこビが出來る〇この範圍の外では音調は 
不調音に 陷る。 眼は不調音を感ずるには耳ょりも慣れてない0 
然しその代うもつど複雜な、もつど大きい錯雜した分音が多 
くの統一に相對してたつてる0 

樂器は一つ音から m 立する〇繪書は多くの音から出立する〇 
黑を以て始め、 白 1:至るまで分ける^ — これ *> 最初の銃 一、 
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一番簡單な、一番多ぃ、從って最も ® み 易ぃ統一でぁる〇然 
L 虹の すべての 色を £り、 それらに 複合された色に依つて作 
られた 統一を附け 足し、そして 統一の驚くべき數に 至る〇書 
家は色彩の法則を佘り 知らず、公衆はそれを 佘り理解して な 
いどいふこどは、この 豐富に 際して驚ぐほざの こどではない 0 
然し 自然に密接な 關係にぁらはれる爲めには如何なる充實 *> 
要る0 

書家が色を混せすに並べて おぐ S いふ气ひざ ぐ 非難をす 
る。然しこの頜分に於ては私達は勝利を主張し なければ なら 
なぃ。私達は自然をこの論爭に於ける最强の後援に 呼び寄せ 
るこ€が出來る。何故ならば自然が一體 そぅな の だから0 
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赤 V 」並んだ綠は混合色の赤褐色を生ずるのではなく、二つ 
の振動してる響を生ずるのだ◦赤^並べてクローム黃をおく 
ビ —— — 三つの色響が雙方からお互に豐富になり、そして第一 
のトーン、黃の强度を增す〇 

黃の代りに靑をおくど、そぅする W 力に依つて振動し、 

互に雙方から給しあつて、三つの違つたトーンが IP. 來る Q 

黃の代りに蓮をおくビ、そぅする£赤の調子の唯一つの複 
合しれ卜1ンが出來る〇 

結合は無制限である。色の混せ合せは汚な 〖い トーンを產む0 
唯一つの色は生硬である◦そんなものは自然には存在しない0 
それは虹に於て明に見られる〇然し豐富な自然は一つの色が 
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他の色からおこつ て C る やうに 意志され、變らざる 秩序に於 
て相列んで私達(: あらはれる やうに 用心してる 0 

3て諸君は自然ょりも不充分な手段を有つてる、そして自 
然か諸君の手のなかに與へたものを斷念しやう VJ 判決を下し 
てる。諸君は自然のやう.にそんなに多くの光をお有ちか、又 
大陽のやうにそんなに多ぐ熟をお有ちか〇そして諸君は誇張 
ビいふ こビを お仰る◦然し諸君が自然の後に膛若たる塲合に、 
V 」うして諸君は誇張を望め ませう 0 

諸君が誇張どいふこどで各自の見惡くい平凡な作品を理解 
した VJ しても、諸君はこの意味に於て正しいのだ〇諸君の作 
品も亦臆病で究澤 *> ない VJ いふこどを私にいはせて下さい0 
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それは、若し調和を害するものならば、誇張されたのである0 

だ•か調和の法則があらうか-ある。 

まさしく色彩書家の感情は自然の調和(:該當する。歌ひ手 
のやうに書家も時れま間違つて唄う、書家の眼に調和♦かかけ 
る0 

段々を通つて後々に調和の方法が發達する。それはかう だ。 
人はァヵデミーに行くどか、若しくは多くの*室に行くどか 
いふ やうなもの•た0實際繪書の段々を二つの範圍に 分ける。先 
づ物を素描するこどを習ふ、次に彩書をならふ。それは"すで 
にきまつたコント货ルに色をつけ、像を描くビいふこビ、同一 
のこ S なのだ。 
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今までにこの進み方で唯一つのこどが明になつた VJ いふこ 
VJ を私は知らねばならない〇それはかういふこ VJ だ。人は色 
彩 vj いふこ S を附けたりの佘事 s 見たどいふこ S である〇描 

く前に好く形を S る S いふこ£が大事だ-このこ vj は何等 

の矛眉をも生せしめない卜1ンのなかに決算せられる。この 
外えらいビんまなこ s *> 何時もかういふ仕方でいはれる, 0 
人は手袋の代うに長靴をはめるか〇人は素書は色彩に依つ 
てきめられない、その反對だどいふこ S を眞面目に證據たて 
るこどが出來る炉〇色彩に依つてみたすこ S に依つて同じ素 
描 ♦か 小さくも、大きくも見せられるビいふこ^を私は自分に 
證據たてる義務を帶びてる。人はレンプラントの頭を全く同 
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じプロ。 ホーションで素描した bo 色彩が同時に不調和になる 
間に、人は如何なる無形式に達するか£いふこミを納猬せん 
だめにルーベンスの色の配合をやつてみたりする0 

一百年來人は素描を要求する爲めに非常なる總額を支出し 
た。窬家の數は 一 步を先きへおこさすにのぼつた〇私達は今 
H 如何なる藝術家を赏讃する炉、流派ビ戰つてるもの、彼等 
の智識を自身の自然の觀察から 引き だしてるもの.を•たけだ Q 
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